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一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の

「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾木

下

恵

二

一

問
題
の
所
在

十
九
世
紀
後
半
、
清
朝
は
「
西
洋
の
衝
撃
」
を
受
け
近
代
的
再

編
成
へ
と
動
き
出
し
た
。
そ
れ
は
意
識
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
欧
米
を
モ
デ
ル
と
す
る
「
国
民
国
家
」
形
成
へ
の
再
編
成
で
あ

っ
た
。「
中
華
帝
国
の
近
代
的
再
編
」
を
論
じ
た
茂
木
敏
夫
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
は
清
朝
の
版
図
支
配
が
「
中
央
の
権
力
が
例
外
な
く
、

面
と
し
て
均
質
に
浸
透
し
て
い
く
べ
き
、
い
わ
ば
近
代
国
家
の
領

土
支
配
と
同
じ
性
格
の
も
の
に
再
編
さ
れ
て
い
く
」
と
い
う
「
領

土
支
配
へ
の
再
編
で
あ
る
」
と
同
時
に
、「
中
国
世
界
と
非
中
国

世
界
の
二
元
的
構
造
」
と
し
て
の
清
朝
が
「『
中
国
』
と
い
う
枠

組
の
も
と
に
一
元
化
し
て
い
く
再
編
」
を
も
伴
う
「
二
重
の
再

編
」
で
あ
っ
た
（
１
）
。
茂
木
の
議
論
で
は
こ
の
「
二
重
の
再
編
」
の
典

型
的
事
例
と
し
て
一
八
八
四
年
新
疆
省
建
省
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
た
し
か
に
そ
れ
は
清
朝
と
新
疆
省
自
身
の
近
代
的
再
編
の

出
発
点
で
あ
っ
た
。

近
代
的
支
配
の
実
現
に
は
程
遠
か
っ
た
も
の
の
、
ひ
と
ま
ず

「
中
国
」
と
い
う
枠
組
に
含
ま
れ
た
新
疆
に
お
い
て
、
こ
の
近
代

的
再
編
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
問
題
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
茂
木
の
い
う
「
二
重
の
再
編
」

を
よ
り
政
治
学
的
視
点
か
ら
捉
え
る
と
、
近
代
国
家
形
成
に
お
け

る
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
（nation-building

）
と
国
家
建
設
（state-

building

）
の
二
つ
の
課
題
に
敷
衍
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
こ
の

二
つ
の
課
題
に
即
し
て
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
い
う

ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
（
２
）
と
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
が
「
中
国
」
と
い
う
枠

組
に
多
数
派
で
主
流
で
あ
る
漢
民
族
の
言
語
・
文
化
・
宗
教
的
要

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

三
一
（
四
一
三
）



素
や
、
あ
る
い
は
多
民
族
性
を
前
提
と
し
た
よ
り
普
遍
的
な
政
治

理
念
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
み
、
そ
れ
を
民
衆
に
ど
の
よ
う
に
浸

透
さ
せ
る
の
か
と
い
う
課
題
で
あ
り
、
国
家
建
設
と
は
、「
領
土

支
配
の
再
編
」
と
し
て
の
集
権
的
行
政
秩
序
の
構
築
や
、
民
衆
の

「
動
員
」「
参
加
」
を
ど
の
よ
う
に
制
度
化
し
実
現
す
る
の
か
と
い

う
課
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
新
疆
は
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に

必
要
な
諸
条
件
、
例
え
ば
、
言
語
の
統
一
な
ど
の
文
化
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
道
路
、
鉄
道
な
ど
の
交
通
網
、
学
校
教
育
の
普

及
な
ど
を
著
し
く
欠
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
現
実
的
に
は
近
代

的
支
配
実
現
に
程
遠
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
へ
の
再
編

を
迫
ら
れ
て
い
っ
た
の
が
新
疆
の
近
代
史
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
新
疆
近
代
史
を
見
る
と
き
、
中
央
政
府

が
新
疆
統
治
を
ど
の
よ
う
に
近
代
的
に
再
編
し
た
か
の
み
な
ら
ず
、

新
疆
地
域
自
身
に
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
近
代
的
変
容
の
到
達
点
と

矛
盾
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
辛
亥
革

命
以
降
一
九
四
二
年
ま
で
約
三
〇
年
間
、
新
疆
は
基
本
的
に
中
央

政
府
の
権
力
が
及
ば
な
い
状
況
下
で
、
漢
民
族
の
地
域
権
力
に
よ

っ
て
統
治
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
地
域
権
力
は
「
中
国
」

（
必
ず
し
も
中
央
政
府
が
代
表
す
る
具
体
的
国
家
で
は
な
い
）
の

一
部
と
し
て
新
疆
を
統
治
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
三
〇
年
間
の

歴
史
的
蓄
積
を
無
視
し
て
、
そ
れ
以
降
の
中
央
政
府
に
よ
る
統
治

を
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

一
八
八
四
年
の
建
省
以
来
、
半
世
紀
を
経
た
一
九
三
三
年
に
い

た
る
近
代
的
再
編
の
歴
史
的
蓄
積
を
前
提
と
し
て
、
一
九
三
三
年

か
ら
約
一
〇
年
を
統
治
し
た
盛
世
才
政
権
こ
そ
、
新
疆
の
対
外

的
・
対
内
的
近
代
的
再
編
過
程
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た
。
近
代
的
な
意
味
で
の
民
族
政
策
は
、
国
民
国
家
内
に

包
含
さ
れ
た
中
心
と
は
異
な
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
が
容
易
に
同
化

さ
れ
え
な
い
状
況
下
で
、
国
民
を
形
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

現
れ
る
。
新
疆
に
最
初
に
近
代
的
民
族
政
策
が
導
入
さ
れ
た
の
が

盛
世
才
政
権
の
時
期
で
あ
り
、
近
代
的
再
編
の
な
か
で
、
多
民
族

社
会
の
政
治
的
統
合
政
策
と
し
て
の
民
族
政
策
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
形

成
の
重
要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
国
家
建
設
と
の
緊
張
関
係

の
な
か
に
置
か
れ
て
い
た
。

盛
世
才
の
支
配
す
る
一
九
三
〇
年
代
を
と
お
し
て
、
新
疆
は
ソ

連
お
よ
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
軍
事
的
経
済
的
援
助
と
強
い
政
治

的
影
響
を
受
け
る
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
民
族
政
策
を
導
入
し
、

そ
れ
は
多
数
を
占
め
る
新
疆
テ
ュ
ル
ク
系
住
民
に
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
民
族
教
育
政
策
の
実
施
過
程

分
析
を
と
お
し
て
、「
中
国
」
の
近
代
的
再
編
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
（
３
）
。

な
お
、
本
稿
の
分
析
対
象
時
期
は
、
盛
世
才
が
本
格
的
に
警
察

史
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力
に
よ
る
「
恐
怖
政
治
」
へ
と
傾
斜
し
た
一
九
三
七
年
一
〇
月
以

前
に
限
定
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
を
境
に
民
族
政
策
そ
の
も
の

の
性
格
が
大
き
く
転
換
し
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
特

に
テ
ュ
ル
ク
系
住
民
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
中
心

と
し
た
天
山
山
脈
以
南
の
南
疆
に
居
住
す
る
テ
ュ
ル
ク
系
定
住
民

を
主
な
対
象
と
し
た
い
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
史
料
的
な
理
由
に
よ

る
が
、
な
に
よ
り
も
彼
ら
が
現
在
の
中
国
の
民
族
問
題
に
お
い
て

も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
ウ
イ
グ
ル
」
と
な
る
人
々
だ
か

ら
で
あ
る
。

二

盛
世
才
政
権
下
の
民
族
政
策
導
入
と
そ
の
特
徴

（
一
）
「
民
族
平
等
」
政
策
の
登
場

一
九
三
一
年
コ
ム
ル
（
哈
密
）、
ト
ル
フ
ァ
ン
（
吐
魯
番
）
反

乱
、
そ
れ
に
乗
じ
た
馬
仲
英
の
侵
入
、
さ
ら
に
一
九
三
三
年
初
め

の
南
疆
各
地
で
の
反
乱
に
よ
り
、
新
疆
の
統
治
体
制
は
崩
壊
状
態

に
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
四
月
一
二
日
に
盛
世
才
が
ク
ー
デ
タ
ー

を
通
じ
て
権
力
を
握
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
混
乱
を
背

景
と
し
て
い
た
。
劉
文
龍
の
省
主
席
、
盛
世
才
の
辺
防
督
弁
就
任

へ
の
承
認
を
求
め
ら
れ
た
南
京
国
民
政
府
は
、
一
方
で
そ
れ
に
承

認
を
与
え
な
が
ら
、
他
方
で
盛
世
才
の
追
い
落
と
し
を
画
策
し
、

省
都
ウ
ル
ム
チ
（
迪
化
）
を
三
四
年
一
月
に
馬
仲
英
軍
に
包
囲
さ

れ
る
状
況
に
追
い
込
ん
だ
（
４
）
。

盛
世
才
は
ソ
連
に
軍
事
援
助
を
求
め
、
ソ
連
は
そ
れ
を
承
諾
し

て
軍
隊
を
派
遣
し
、
馬
仲
英
部
隊
を
敗
走
さ
せ
た
。
ソ
連
の
援
助

に
よ
っ
て
盛
世
才
を
中
心
と
す
る
新
疆
省
政
府
は
維
持
さ
れ
た
。

し
か
し
各
地
に
様
々
な
勢
力
が
残
存
す
る
中
で
い
か
に
統
治
体
制

を
再
建
す
る
か
が
盛
世
才
政
権
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。

新
疆
省
政
府
は
新
疆
「
四
・
一
ニ
ク
ー
デ
タ
ー
」
後
す
ぐ
、
ソ

連
駐
ウ
ル
ム
チ
領
事
館
員
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
コ
ム
ル
、
ト
ル
フ

ァ
ン
反
乱
か
ら
形
成
さ
れ
た
反
乱
勢
力
の
主
要
な
指
導
者
で
あ
っ

た
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ
ヤ
ー
ズ
と
交
渉
を
行
い
、
一
九
三
三
年
七
月
協

定
を
締
結
し
た
。
協
定
の
主
な
内
容
は
南
疆
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル

の
民
族
自
治
政
府
の
創
設
、
馬
仲
英
に
対
抗
し
た
軍
事
協
力
で
あ

っ
た
（
５
）
。

一
九
三
四
年
七
月
ま
で
に
新
疆
省
政
府
は
ソ
連
の
力
に
依
拠
し

て
省
内
の
お
お
よ
そ
の
地
域
の
統
治
を
回
復
し
た
。
し
か
し
ホ
ー

タ
ン
に
は
馬
仲
英
の
ソ
連
逃
亡
後
に
そ
の
軍
隊
を
引
き
継
い
だ
馬

虎
山
率
い
る
ト
ゥ
ン
ガ
ン
（
現
在
の
回
族
）
勢
力
が
割
拠
し
、
ま

た
コ
ム
ル
に
い
た
ヨ
ル
バ
ー
ス
・
ハ
ー
ン
（
６
）
が
、
コ
ム
ル
県
長
へ
の

省
政
府
か
ら
の
任
命
は
受
け
た
も
の
の
軍
権
を
手
放
さ
ず
事
実
上

割
拠
し
て
い
た
（
７
）
。
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ
ヤ
ー
ズ
は
盛
世
才
か
ら
の
省
政

府
副
主
席
就
任
要
請
を
受
け
い
れ
た
が
、
彼
の
軍
隊
は
傘
下
の
マ

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

三
三
（
四
一
五
）



フ
ム
ー
ド
が
引
き
継
ぎ
カ
シ
ュ
ガ
ル
旧
市
（
疏
附
）
に
駐
留
し
た
（
８
）
。

こ
こ
で
新
疆
省
に
対
す
る
当
時
の
ソ
連
と
国
民
政
府
の
対
応
を

簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
ソ
連
は
何
よ
り
も
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
新
疆
政
策
を
策
定
し
て
い
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
一
部
に
現

地
民
族
に
よ
る
反
乱
支
持
の
意
見
が
強
く
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ソ
連
指
導
部
は
日
本
、
英
国
の
影
響
下
に
な
く
、
汎
ト
ル
コ

主
義
と
も
無
関
係
の
漢
族
指
導
者
で
あ
る
盛
世
才
政
権
を
支
持
し
、

そ
の
政
権
が
従
来
と
同
じ
く
名
目
上
中
華
民
国
の
主
権
下
に
あ
り

な
が
ら
実
質
的
に
は
中
央
政
府
の
統
制
を
受
け
な
い
状
況
で
、
省

内
を
安
定
的
に
統
治
す
る
こ
と
を
政
策
目
標
と
し
た
。
ソ
連
の
原

料
供
給
地
と
し
て
の
新
疆
省
の
安
定
と
ソ
連
と
の
関
係
緊
密
化
は

ソ
連
の
経
済
的
利
益
に
も
つ
な
が
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
（
９
）
。

一
九
三
三
年
一
〇
月
新
疆
省
政
府
か
ら
の
軍
事
援
助
の
要
請
を

受
け
、
ソ
連
は
そ
れ
に
応
え
て
一
二
月
に
ア
プ
レ
ソ
フ
を
新
し
い

駐
ウ
ル
ム
チ
総
領
事
と
し
て
送
っ
て
本
格
的
援
助
に
乗
り
出
し
た
。

さ
ら
に
ソ
連
は
新
疆
に
軍
隊
の
整
備
、
財
政
の
再
建
、
経
済
建
設

に
関
す
る
顧
問
や
技
術
者
を
送
り
込
ん
だ
。
マ
ル
ク
ス
主
義
や
ソ

連
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
盛
世
才
は
積
極
的
に
そ
れ
ら
の
援

助
を
受
け
入
れ
た
。

南
京
国
民
政
府
の
新
疆
に
対
す
る
統
制
回
復
の
た
め
の
画
策
は
、

盛
世
才
を
よ
り
ソ
連
側
へ
と
近
づ
け
る
こ
と
に
な
り
、
ソ
連
の
本

格
的
な
軍
事
介
入
を
招
い
た
。
そ
の
結
果
、
南
京
国
民
政
府
は
新

疆
の
現
状
を
黙
認
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
南
京
国
民
政
府
は

一
九
三
三
年
七
月
に
は
ソ
連
に
相
互
不
可
侵
条
約
締
結
の
意
思
を

伝
え
、
交
渉
を
開
始
し
て
い
た
。
満
州
事
変
を
起
こ
し
て
い
た
日

本
と
の
対
抗
上
、
ソ
連
と
の
関
係
改
善
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
ソ
連
も
ま
た
日
本
と
の
対
抗
上
、
中
国
と
の
関
係
改
善
を

必
要
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
ソ
連
は
新
疆
に
対
す
る
国
民
政
府

の
主
権
を
名
目
上
認
め
、
社
会
主
義
的
政
策
の
実
施
も
許
さ
な
か

っ
た
。
新
疆
は
こ
の
よ
う
な
国
際
関
係
の
均
衡
の
上
に
置
か
れ
て

い
た
の
で
あ
る
（
１０
）
。

反
乱
に
よ
る
混
乱
状
況
の
収
拾
を
は
か
る
な
か
で
、
盛
世
才
政

権
は
民
族
政
策
を
導
入
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
単
に
一
時
的
な
手

段
的
懐
柔
策
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
初
期
の
主
な

内
容
は
、
省
政
府
、
県
長
な
ど
へ
の
非
漢
族
の
積
極
的
登
用
、
民

族
区
分
の
確
定
で
あ
っ
た
。

省
政
府
は
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
副
主
席
、
副
廳
長
な
ど
の
職

を
設
け
、
省
副
主
席
に
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ
ヤ
ー
ズ
を
、
新
設
の
農
鉱

廳
長
に
ユ
ー
ヌ
ス
・
ベ
ク
（
１１
）
を
就
け
た
の
を
は
じ
め
、
財
政
廳
副
廳

長
、
教
育
廳
副
廳
長
、
民
政
廳
副
廳
長
、
省
銀
行
副
行
長
な
ど
に

非
漢
族
出
身
者
を
登
用
し
た
。
ま
た
各
行
政
区
行
政
長
、
県
長
な

ど
に
も
非
漢
族
を
任
命
し
た
（
１２
）
。
一
九
三
五
年
に
新
疆
省
政
府
と
の

史
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交
渉
の
た
め
に
新
疆
に
入
っ
た
英
外
交
官
タ
イ
ク
マ
ン
は
各
地
で

「
支
那
人
と
纏
回
（
現
在
の
ウ
イ
グ
ル
―
筆
者
註
）
と
の
例
の
如

き
共
同
統
治
」
に
言
及
し
、
漢
族
と
テ
ュ
ル
ク
系
定
住
民
が
職
を

分
有
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
１３
）
。
し
か
し
省
政
府
に
つ
い
て

は
、
実
権
は
漢
族
と
ロ
シ
ア
人
顧
問
の
手
中
に
あ
る
と
い
う
観
察

を
述
べ
て
い
る
（
１４
）
。
よ
り
地
方
レ
ベ
ル
で
は
力
関
係
は
よ
り
複
雑
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
省
、
行
政
区
、
県
レ
ベ
ル
と

も
に
こ
れ
だ
け
の
非
漢
族
出
身
者
が
登
用
さ
れ
た
の
は
新
疆
省
政

史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
盛
世
才
政
権
は
反
乱
勢
力
の
有
力

人
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
元
の
有
力
者
た
ち
を
政
権
内
に
取
り
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
統
治
を
円
滑
に
進
め
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
有
し

て
い
た
。

さ
ら
に
重
要
な
政
策
は
民
族
区
分
の
確
定
で
あ
っ
た
。「
各
民

族
の
一
律
平
等
」
を
掲
げ
る
政
府
に
と
っ
て
、
民
族
区
分
を
公
的

に
認
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
民
族
に
所
属
す
る
も
の
が
納
得
す
る

呼
称
を
定
め
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
四
月
第

二
回
全
省
民
衆
代
表
大
会
は
、
新
疆
に
一
四
の
民
族
が
存
在
す
る

こ
と
を
明
確
に
し
、
呼
称
も
例
え
ば
従
来
漢
文
で
「
布
魯
特
」、

漢
族
の
口
語
で
「
黒
黒
子
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
た
の
を
「
柯
爾

克
孜
」（
ク
ル
グ
ズ
、
キ
ル
ギ
ス
と
も
い
う
）
に
、
漢
族
の
口
語

で
「
脳
蓋
依
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
を
「
塔
塔
爾
」（
タ
タ
ー

ル
）
と
し
、「
塔
吉
克
」（
タ
ジ
ク
）、「
塔
蘭
奇
」（
タ
ラ
ン
チ
）

の
表
記
も
決
定
し
た
（
１５
）
。

こ
の
民
族
区
分
確
定
は
「
維
吾
爾
」（
ウ
イ
グ
ル
）
と
さ
れ
た

テ
ュ
ル
ク
系
定
住
民
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
。
清
朝
以

来
テ
ュ
ル
ク
系
定
住
民
は
、
漢
族
に
よ
っ
て
「
纏
回
」、「
纏
頭
」

な
ど
と
称
さ
れ
て
き
た
が
、
民
族
的
自
称
を
持
た
ず
、
自
ら
を

「
ム
ス
リ
ム
」、
あ
る
い
は
例
え
ば
「
カ
シ
ュ
ガ
ル
人
」
と
い
う
よ

う
に
出
身
オ
ア
シ
ス
に
基
づ
い
て
位
置
づ
け
て
い
た
（
１６
）
。
二
〇
世
紀

前
半
に
は
「
新
方
式
」
教
育
運
動
の
伝
播
に
と
も
な
っ
て
一
部
に

「
汎
ト
ル
コ
主
義
」
の
影
響
を
受
け
て
、
自
ら
を
「
テ
ュ
ル
ク
」

と
位
置
づ
け
る
も
の
も
現
れ
て
い
た
（
１７
）
。「
ウ
イ
グ
ル
」
と
い
う
名

称
が
出
現
す
る
の
は
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
で
あ
り
、
新
疆
か
ら

ソ
連
へ
移
住
し
て
い
た
テ
ュ
ル
ク
系
定
住
民
が
、
ソ
連
の
「
民
族

的
境
界
区
分
」
に
伴
っ
て
、
一
九
二
一
年
ア
ル
マ
ア
タ
で
の
会
議

に
お
い
て
古
代
の
ウ
イ
グ
ル
と
い
う
名
称
を
名
乗
る
こ
と
を
決
定

し
た
こ
と
に
始
ま
る
（
１８
）
。
新
疆
に
お
い
て
も
、
新
疆
「
四
・
一
二
ク

ー
デ
タ
ー
」
以
後
、「
民
族
平
等
」
の
標
榜
に
伴
っ
て
、「
正
し
い

民
族
名
称
」
と
し
て
「
ウ
イ
グ
ル
」
が
一
部
で
使
用
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
（
１９
）
。「
ウ
イ
グ
ル
」
の
漢
訳
語
も
、
会
議
に
お
い
て
徐

廉
が
「
維
吾
爾
」（
わ
れ
わ
れ
と
あ
な
た
が
た
各
民
族
を
守
る
と

い
う
意
味
）
を
提
起
し
、
一
致
し
て
決
定
し
た
と
さ
れ
る
（
２０
）
。

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

三
五
（
四
一
七
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こ
の
よ
う
な
民
族
区
分
と
呼
称
の
確
定
は
、「
民
族
平
等
」
政

策
が
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
実
質
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
印
象
付
け
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
民
族
政
策
は
「
一
四
民
族

の
新
疆
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
媒
介
と
し
た
新
疆
へ
の
統
合
、
ひ
い
て
は
新
疆
が
属
す

る
中
国
へ
の
統
合
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
ソ
連
型
民
族
政
策
の
体
系
化

盛
世
才
政
権
は
従
来
の
統
治
と
は
一
線
を
画
し
て
積
極
的
に
民

族
政
策
の
導
入
を
図
っ
た
が
、
他
方
で
表
明
さ
れ
る
基
本
政
策
の

中
で
は
、「
民
族
平
等
」
の
位
置
づ
け
は
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
っ

た
。一

九
三
四
年
後
半
に
新
疆
省
政
府
は
「
三
大
政
策
」
と
し
て
、

「
反
帝
国
主
義
（
反
帝
）、
平
和
、
建
設
」
を
提
起
し
、
ほ
ど
な
く

「
親
ソ
連
（
親
ソ
）、
清
廉
」
を
付
け
加
え
て
「
五
大
政
策
」
と
し

た
。
こ
れ
は
省
政
府
の
基
本
政
策
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
民

族
平
等
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
は
し
た
も
の
の
基
本
政
策
と
し
て

掲
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
っ
か
り
し
た
理
論
的
根
拠
や
体
系
を
も

た
ず
に
導
入
さ
れ
て
き
た
民
族
政
策
は
政
権
の
中
心
的
な
政
策
と

は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
状
況
を
転
換
し
た
の
は
、
盛
世
才
の
要
請
を
受
け
て
一
九

三
五
年
五
月
に
ソ
連
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
二

五
名
の
中
国
人
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
人
員
、
特
に
王
寿
成
（
兪
秀
松
（
２１
）
）

で
あ
っ
た
。
王
寿
成
は
「
五
大
政
策
」
に
「
民
平
（
民
族
一
律
平

等
）」
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
（
２２
）
。
こ
う

し
て
、
そ
の
後
盛
世
才
政
権
の
根
本
的
方
針
と
標
榜
さ
れ
続
け
る

「
六
大
政
策
」
が
形
成
さ
れ
た
（
２３
）
。
王
は
一
九
三
七
年
二
月
に
省
政

府
の
民
族
政
策
を
全
面
的
に
説
明
し
た
報
告
を
残
し
て
お
り
（
２４
）
、
さ

ら
に
「
反
帝
訓
練
班
」
や
新
疆
学
院
に
お
い
て
も
彼
が
「
民
族
問

題
理
論
」、「
民
族
政
策
」
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
（
２５
）
。
彼
が
民
族

政
策
の
中
心
に
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

王
寿
成
は
「
民
族
平
等
」
を
基
本
政
策
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
。

そ
の
位
置
づ
け
は
、「
新
疆
反
帝
民
衆
聯
合
会
」（
反
帝
会
）
の
修

正
さ
れ
た
規
約
に
示
さ
れ
て
い
る
（
２６
）
。
各
族
の
文
化
に
関
す
る
項
目

で
あ
る
、
第
三
条
第
九
項
に
お
い
て
、
前
規
約
よ
り
も
各
族
文
化

の
固
有
性
を
強
調
し
、
各
民
族
言
語
・
文
字
の
尊
重
を
明
確
化
し

た
上
で
、
そ
の
後
に
「
そ
れ
に
よ
っ
て
民
族
を
形
式
と
し
、
団
結

反
帝
を
内
容
と
す
る
文
化
を
実
現
す
る
（
２７
）
」
と
い
う
文
言
を
付
け
加

え
た
。
こ
れ
は
「
民
族
平
等
」
政
策
、
各
民
族
文
化
発
展
政
策
に

枠
を
は
め
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
民
族
政
策
実
施
に
正
当
性
を

与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
民
族
平
等
」
政
策
は

他
の
基
本
政
策
と
関
係
づ
け
ら
れ
、
主
要
政
策
の
一
つ
の
位
置
を

得
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
規
定
は
、
王
寿
成
に
よ
る
民
族
政
策

史
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の
発
展
が
、
ソ
連
の
経
験
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

確
に
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

ソ
連
で
は
一
九
二
三
年
か
ら
公
式
に
「
現
地
化
（
コ
レ
ザ
ー
ツ

ィ
ヤ
）
政
策
」（
現
地
の
民
族
言
語
の
尊
重
、
そ
の
言
語
に
よ
る

教
育
と
幹
部
養
成
、
現
地
民
族
幹
部
の
優
先
的
登
用
）
が
採
用
さ

れ
て
い
た
（
２８
）
。
そ
し
て
一
九
二
五
年
五
月
に
ス
タ
ー
リ
ン
は
「
東
方

人
民
大
学
の
政
治
的
任
務
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
各
民
族
文
化
の

固
有
の
発
展
を
奨
励
す
る
立
場
か
ら
、「
内
容
に
お
い
て
は
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
的
な
、
形
式
に
お
い
て
は
民
族
的
な
、
―
こ
れ
が
社
会

主
義
の
め
ざ
す
全
人
類
的
文
化
で
あ
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

提
起
し
た
（
２９
）
。
ま
た
三
〇
年
ソ
連
共
産
党
第
一
六
回
党
大
会
の
報
告

お
よ
び
結
語
で
も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
下
で
の
民
族
文
化
と

は
、「
内
容
に
お
い
て
社
会
主
義
的
、
形
式
に
お
い
て
民
族
的
」

で
あ
る
こ
と
、
遠
い
将
来
（
全
世
界
的
規
模
で
の
社
会
主
義
の
勝

利
後
長
い
時
間
を
経
た
後
）
に
お
い
て
は
民
族
文
化
が
一
つ
の
共

通
語
を
も
っ
た
一
つ
の
共
通
文
化
に
融
合
す
る
だ
ろ
う
（
た
だ
し

ロ
シ
ア
語
へ
の
融
合
で
は
な
く
、
何
か
新
し
い
言
語
が
生
ま
れ
る

だ
ろ
う
）
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
諸
民
族
文
化
を
開
花
・
発

展
さ
せ
、
す
べ
て
の
潜
在
力
を
発
揮
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ

て
い
る
（
３０
）
。

王
寿
成
以
前
の
新
疆
に
お
け
る
民
族
政
策
に
も
ア
プ
レ
ソ
フ
を

通
じ
た
ソ
連
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
が
、
王
寿
成
に
よ

っ
て
盛
世
才
政
権
の
民
族
政
策
は
完
全
に
ソ
連
型
の
民
族
政
策
を

モ
デ
ル
と
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
時
点
で
は
「
内

容
」
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
」、「
社
会
主
義
的
」
で
は
な
く
「
反

帝
」
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
反
帝
」
に
合
致
す
る
限
り
に
お
い
て
、

民
族
的
で
あ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
一
二
月
三
日
付
『
新
疆
日
報
』
で
李
文
丁
「
民
族

を
形
式
と
し
反
帝
を
内
容
と
す
る
民
族
文
化
を
語
る
」
は
、「
つ

ま
り
各
族
固
有
の
文
化
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
反
帝
陣
営
を
強
固

に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
反
帝
戦
線
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、

各
民
族
を
真
の
平
等
に
至
ら
せ
、
新
疆
の
永
久
の
平
和
を
保
障
す

る
こ
と
で
あ
る
。
新
政
府
は
新
疆
の
民
族
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
お
り
、
ゆ
え
に
彼
ら
の
遅
れ
た
文
化
を
高
め
る
に
は
各
族

固
有
の
言
語
、
文
字
、
風
俗
、
習
慣
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
う
し
て
初
め
て
各
族
間
の
隔
た
り
及
び
分
立
の
限
界
を
打
ち
破

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
各
族
の
文
化
か
ら
一

つ
の
共
通
の
文
化
を
形
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
３１
）
」
と
説
明
し
て
い

る
。
こ
れ
が
盛
世
才
政
権
の
民
族
政
策
の
論
理
で
あ
っ
た
。
各
民

族
の
民
族
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
し
か
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
凝
集
力
を

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
認
識
は
新
疆
の
状
況
か
ら
し

て
も
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
共
通
の
文
化

一
九
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「
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が
自
然
に
生
ま
れ
る
と
考
え
る
の
は
楽
観
的
に
過
ぎ
よ
う
。
各
民

族
の
民
族
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
い
か
に
中
国
ネ
イ
シ
ョ

ン
に
凝
集
さ
せ
る
の
か
と
い
う
重
要
で
困
難
な
課
題
に
対
す
る
認

識
は
こ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、「
内
容
」
と
さ
れ
た
「
反
帝
」
は
こ
の
時
期
の
新

疆
で
い
か
な
る
政
治
的
言
説
と
し
て
の
特
徴
を
も
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。「
反
帝
」
は
少
な
く
と
も
一
九
三
四
、
三
五
年
の
新

疆
に
お
い
て
ス
ロ
ー
ガ
ン
以
上
の
具
体
的
な
意
味
内
容
を
持
た
な

か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
時
期
の
新
疆
が
「
反
帝
」
の
た
め

に
、
す
で
に
占
領
さ
れ
た
東
北
や
中
国
全
体
の
解
放
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
役
割
を
担
い
う
る
か
の
見
通
し
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。

民
族
政
策
に
お
い
て
、
た
し
か
に
「
反
帝
」
と
い
う
政
治
的
言
説

が
組
み
込
ま
れ
た
と
は
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
文
化
の
強
調
は
も

ち
ろ
ん
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
具
体
的
な
統
合
政
策
と
い
う
意
味

で
の
強
制
力
を
も
っ
た
方
針
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
一
九

三
六
年
以
後
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の

時
点
で
は
、
た
だ
分
裂
せ
ず
、
中
華
民
国
の
主
権
の
も
と
に
と
ど

ま
る
こ
と
が
「
反
帝
」
の
政
治
的
含
意
で
あ
っ
た
。

三

民
族
教
育
政
策
を
め
ぐ
る
南
疆
地
域
の
政
治
的
矛
盾

（
一
）
民
族
教
育
政
策
の
展
開

「
反
帝
会
」
の
規
約
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
民
族
政
策
の
内
容
の

一
つ
に
各
民
族
言
語
に
よ
る
学
校
教
育
の
推
進
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
民
族
区
分
の
確
定
と
並
ん
で
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
、
国
家
建
設
双

方
の
観
点
か
ら
見
て
重
要
な
政
策
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
政
策

が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

民
族
教
育
政
策
の
実
行
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
組
織
と
し

て
「
各
族
文
化
促
進
会
」
が
あ
る
。
こ
の
組
織
は
、
お
お
よ
そ
民

族
単
位
ご
と
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
民
族
の
言
語
を
用
い
た
教
育
、

出
版
事
業
に
取
り
組
み
、
特
に
重
要
な
働
き
と
し
て
民
族
言
語
で

教
育
を
行
う
会
立
学
校
の
設
立
が
あ
っ
た
。
最
初
に
設
立
さ
れ
た

文
化
促
進
会
は
「
ウ
イ
グ
ル
族
文
化
促
進
会
」
で
あ
り
、
一
九
三

四
年
八
月
五
日
設
立
説
が
有
力
で
あ
る
（
３２
）
。

「
ウ
イ
グ
ル
族
文
化
促
進
会
」
の
活
動
は
他
の
各
族
文
化
促
進

会
の
活
動
に
比
べ
て
も
よ
り
活
発
で
あ
っ
た
。
王
寿
成
の
報
告
に

よ
れ
ば
、
一
九
三
七
年
二
月
に
「
ウ
イ
グ
ル
族
文
化
促
進
会
」
は

総
会
の
ほ
か
に
八
区
分
会
、
四
一
県
分
会
、
二
三
郷
村
支
部
を
有

し
て
お
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
「
カ
ザ
フ
・
ク
ル
グ
ズ
族
文
化
促

進
会
」
で
、
総
会
の
ほ
か
に
五
区
分
会
、
八
県
分
会
で
、「
回
族

史
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文
化
促
進
会
」
が
総
会
の
ほ
か
に
三
区
分
会
、
一
四
県
分
会
と
な

り
、
区
分
会
を
有
し
て
い
る
文
化
促
進
会
は
こ
の
三
つ
の
文
化
促

進
会
の
み
で
あ
っ
た
（
３３
）
。
学
校
創
設
数
で
も
、「
ウ
イ
グ
ル
族
文
化

促
進
会
」
が
三
六
年
に
設
立
し
た
小
学
校
は
一
七
三
六
校
で
、
児

童
数
は
一
二
万
四
一
七
四
人
、「
カ
ザ
フ
・
ク
ル
グ
ズ
文
化
促
進

会
」
設
立
の
総
学
校
数
二
〇
七
校
、
児
童
数
一
万
一
九
四
人
を
大

き
く
引
き
離
し
て
い
る
（
３４
）
。
も
ち
ろ
ん
母
数
と
な
る
人
口
の
差
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
ウ
イ
グ
ル
族
と
な
っ
た
テ

ュ
ル
ク
系
定
住
民
が
積
極
的
に
省
政
府
の
民
族
教
育
政
策
に
反
応

し
て
学
校
創
設
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
ウ
イ
グ
ル
族
文
化
促
進
会
」
を
中
心
と
し
た
民
族
学
校
設
立

運
動
が
特
に
活
発
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
一
九
一
〇
、

二
〇
年
代
に
新
疆
省
内
の
複
数
の
オ
ア
シ
ス
で
展
開
さ
れ
挫
折
し

た
「
新
方
式
」
教
育
運
動
の
歴
史
が
挙
げ
ら
れ
る
（
３５
）
。
す
で
に
テ
ュ

ル
ク
系
住
民
に
は
母
語
を
用
い
て
宗
教
的
知
識
に
加
え
て
近
代
的

知
識
を
教
え
よ
う
と
す
る
教
育
運
動
を
推
進
し
た
歴
史
が
あ
っ
た
。

駐
カ
シ
ュ
ガ
ル
英
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
三
年
の
南
疆

の
反
乱
時
期
に
も
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
統
治
し
た
各
政
権
に
よ
っ
て

大
量
の
学
校
が
開
設
さ
れ
た
（
３６
）
。

第
二
に
財
源
の
豊
富
さ
が
あ
っ
た
。
文
化
促
進
会
の
財
源
は
政

府
か
ら
の
支
出
の
他
は
、
民
衆
か
ら
の
寄
付
や
地
域
の
宗
教
財
産

に
拠
っ
て
い
た
。
例
え
ば
「
漢
族
文
化
促
進
会
」
で
は
「
廟
産
」

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
廟
産
」
が
豊
富
な
地
域
ほ
ど
会
の
活
動

は
活
発
で
あ
っ
た
（
３７
）
。「
ウ
イ
グ
ル
族
文
化
促
進
会
」
で
は
ワ
ク
フ
、

ウ
シ
ュ
ル
、
ザ
カ
ー
ト
と
い
っ
た
宗
教
的
喜
捨
や
宗
教
税
が
用
い

ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
マ
フ
ム
ー
ド
が
後
押
し
し
て
い
た
た
め
資

金
は
豊
富
で
あ
っ
た
（
３８
）
。
駐
カ
シ
ュ
ガ
ル
英
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

多
く
の
寄
付
が
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
教
育
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
自
発
的
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
（
３９
）
。
三
七

年
マ
フ
ム
ー
ド
の
イ
ン
ド
逃
亡
後
は
寄
付
が
集
ま
ら
ず
財
源
不
足

が
起
こ
っ
た
と
も
い
わ
れ
（
４０
）
、
全
て
で
は
な
い
と
し
て
も
多
く
は
マ

フ
ム
ー
ド
の
軍
事
力
を
背
景
と
し
た
強
制
力
に
依
拠
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。

清
水
由
里
子
は
、
マ
フ
ム
ー
ド
の
庇
護
の
下
に
一
九
三
四
年
八

・

月
に
出
版
が
開
始
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
語
新
聞Y

engiH
ayāt

（『
新
生
活
』）
を
用
い
て
、
改
革
派
知
識
人
が
ウ
イ
グ
ル
と
い
う

民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
教
育
運
動
を

活
発
に
推
進
し
、
民
衆
も
積
極
的
に
子
ど
も
を
学
校
に
送
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
４１
）
。

設
立
さ
れ
た
学
校
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
明
ら
か

に
す
る
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
清
水
は
『
新
生
活
』
に
基
づ

い
て
、「
教
育
内
容
の
特
徴
の
全
体
的
傾
向
と
し
て
、
近
代
的
科
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学
知
識
の
教
授
、
宗
教
的
知
識
の
重
視
、
母
語
の
使
用
と
重
視
」

を
挙
げ
、
教
育
活
動
の
指
導
者
の
人
的
連
続
性
も
含
め
て
、
一
九

一
〇
、
二
〇
年
代
の
「
新
方
式
」
教
育
運
動
と
の
連
続
性
と
、
一

九
三
四
年
以
降
の
新
し
い
要
素
と
し
て
「
ウ
イ
グ
ル
」
と
い
う
概

念
の
導
入
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
４２
）
。
こ
の
教
育
運
動
は
従
来
の
コ
ー

ラ
ン
な
ど
の
暗
誦
を
中
心
と
し
た
伝
統
的
宗
教
教
育
の
枠
を
超
え

て
「
近
代
的
」、「
民
族
主
義
的
」
志
向
を
有
す
る
公
教
育
化
志
向

を
も
っ
て
い
た
。

た
だ
し
、
急
速
な
学
校
数
の
増
大
か
ら
も
容
易
に
想
像
で
き
る

よ
う
に
、
実
態
は
不
十
分
な
点
も
多
か
っ
た
。
ウ
ル
ム
チ
の
「
ウ

イ
グ
ル
族
文
化
促
進
会
」
副
会
長
の
マ
ン
ス
ー
ル
は
南
疆
教
育
発

展
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
の
中
で
、
各
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

不
統
一
で
、
各
郷
村
の
学
校
は
宗
教
課
程
の
ほ
か
に
、
科
学
課
程

は
算
術
の
み
で
後
は
体
育
と
唱
歌
で
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間
が
体
育

と
唱
歌
に
使
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
４３
）
。
基
本
的
に
は
学
校

単
位
で
教
学
の
状
況
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
特
に
郷
村
レ
ベ
ル

で
は
宗
教
的
知
識
と
母
語
の
使
用
は
と
も
か
く
、
近
代
的
知
識
の

教
授
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
が
残
る
。

こ
の
よ
う
に
不
十
分
な
点
は
あ
っ
た
も
の
の
、
現
地
民
族
が
積

極
的
に
関
与
し
な
が
ら
多
く
の
学
校
が
設
立
さ
れ
、
就
学
率
が
上

が
っ
た
こ
と
は
、
伝
統
的
宗
教
教
育
か
極
め
て
少
数
の
漢
語
学
校

し
か
な
い
と
い
う
従
来
の
状
況
を
大
き
く
変
え
、
公
教
育
と
し
て

の
初
等
教
育
普
及
の
基
礎
を
作
っ
た
と
い
う
点
で
、
ネ
イ
シ
ョ
ン

形
成
、
国
家
建
設
の
両
側
面
か
ら
み
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
の
時
期
に
設
立
さ
れ
た
多
く
の
学
校
は
人
民
共
和
国
以
後

も
公
立
学
校
と
し
て
接
収
さ
れ
な
が
ら
存
続
し
た
の
で
あ
る
（
４４
）
。

（
二
）
テ
ュ
ル
ク
系
住
民
の
自
律
的
行
政
権
力
の
形
成
と
政
治
・

社
会
的
亀
裂

こ
の
当
時
南
疆
に
お
い
て
テ
ュ
ル
ク
系
で
最
も
有
力
な
人
物
は

マ
フ
ム
ー
ド
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
一
〇
、
二
〇
年
代
に
ト
ル
フ

ァ
ン
で
「
新
方
式
」
教
育
運
動
を
展
開
し
た
マ
ク
ス
ー
ド
の
弟
で
、

三
一
年
ト
ル
フ
ァ
ン
反
乱
に
参
加
し
、
反
乱
失
敗
後
ホ
ー
ジ
ャ
・

ニ
ヤ
ー
ズ
の
軍
と
合
流
し
た
（
４５
）
。
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
駐
留
す
る
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
（
４６
）
。

当
時
の
マ
フ
ム
ー
ド
の
政
治
的
立
場
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
彼
は
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ
ヤ
ー
ズ
が
ウ
ル
ム
チ
に
行
っ
て
省

副
主
席
に
就
任
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
た
が
、
基
本
的
に
省
政
府

の
権
威
を
認
め
た
う
え
で
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
区
警
備
副
司
令
と
な
っ

た
。
ソ
連
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ

ヤ
ー
ズ
と
ソ
連
と
の
近
い
関
係
を
引
き
継
ぎ
、
ソ
連
か
ら
カ
シ
ュ

ガ
ル
に
次
々
と
入
っ
て
く
る
ム
ス
リ
ム
共
産
主
義
者
た
ち
を
雇
用

し
た
（
４７
）
。
ま
た
彼
の
軍
隊
に
は
ロ
シ
ア
人
軍
事
顧
問
が
い
た
（
４８
）
。
し
か

史
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し
他
方
で
、
英
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
英
領
事
も
ソ
連
領
事
も
、

マ
フ
ム
ー
ド
が
中
国
人
、
ソ
連
の
影
響
力
か
ら
自
由
な
国
家
を
持

つ
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
（
４９
）
。
彼
が
親
共
的
人
物
で

な
か
っ
た
こ
と
、
独
立
国
家
樹
立
志
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
に

一
九
三
七
年
四
月
イ
ン
ド
へ
逃
亡
し
、
そ
し
て
さ
ら
に
日
本
へ
渡

っ
て
一
九
三
九
年
一
二
月
に
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
独
立
促
進
会
」

を
設
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
５０
）
。

同
時
に
、
マ
フ
ム
ー
ド
は
民
族
語
に
よ
る
教
育
運
動
の
積
極
的

推
進
者
で
あ
っ
た
。
サ
イ
プ
デ
ィ
ン
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
マ
フ
ム

ー
ド
は
一
九
一
〇
、
二
〇
年
代
の
「
新
方
式
」
教
育
運
動
と
同
じ

よ
う
に
、
ト
ル
コ
か
ら
教
師
を
招
い
て
運
動
を
展
開
し
た
と
い
う
（
５１
）
。

こ
れ
に
は
一
九
一
〇
、
二
〇
年
代
と
同
じ
よ
う
に
保
守
的
な
宗
教

指
導
者
た
ち
の
強
い
抵
抗
が
あ
っ
た
。
ア
ル
ト
ゥ
シ
ュ
（
阿
図

什
）
に
お
い
て
ト
ル
コ
か
ら
の
招
聘
教
師
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
、

新
し
く
建
設
さ
れ
た
二
四
の
学
校
に
派
遣
さ
れ
た
教
員
た
ち
が
、

宗
教
指
導
者
た
ち
か
ら
「
反
宗
教
の
小
集
団
」、「
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
を
宣
伝
す
る
『
短
い
尻
尾
』」
と
さ
れ
て
迫
害
を
受
け
た
際
、

マ
フ
ム
ー
ド
が
そ
の
よ
う
な
反
対
運
動
を
抑
え
た
と
い
う
（
５２
）
。

テ
ュ
ル
ク
系
住
民
の
全
て
が
民
族
教
育
政
策
を
支
持
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
一
九
一
〇
、
二
〇
年
代
の
「
新
方
式
」
教
育
運
動
に

保
守
的
宗
教
指
導
者
の
激
し
い
妨
害
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
今

回
も
反
対
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
特
に
ザ
カ
ー

ト
や
ワ
ク
フ
な
ど
宗
教
税
や
宗
教
的
喜
捨
が
当
局
の
管
理
下
に
移

さ
れ
た
こ
と
（
５３
）
は
旧
来
の
宗
教
指
導
者
の
特
権
を
奪
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
宗
教
資
金
を
管
理
し
た
の
は
、
漢
民
族
で
は
な
く

テ
ュ
ル
ク
系
有
力
者
、
お
そ
ら
く
マ
フ
ム
ー
ド
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。
こ
れ
ら
の
財
源
は
民
族
教
育
政
策
推
進
の
た
め
に
使
わ
れ

た
。
ま
た
劉
斌
が
指
揮
す
る
軍
隊
の
給
与
が
不
足
し
て
い
た
一
方

で
、
マ
フ
ム
ー
ド
は
軍
隊
の
給
与
の
た
め
に
充
分
な
資
金
を
有
し

て
い
た
こ
と
（
５４
）
も
「
宗
教
資
金
」
が
マ
フ
ム
ー
ド
に
管
理
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

他
に
も
旧
来
の
保
守
的
宗
教
指
導
者
の
勢
力
を
抑
制
す
る
た
め

と
思
わ
れ
る
政
策
が
カ
シ
ュ
ガ
ル
政
府
の
政
策
と
し
て
と
ら
れ
て

い
た
。
ワ
ク
フ
の
地
を
占
領
し
た
り
、
イ
ス
ラ
ム
学
校
一
七
校
の

う
ち
一
六
校
を
閉
校
し
た
り
、
金
曜
礼
拝
の
実
施
を
五
ヵ
所
の
モ

ス
ク
だ
け
に
制
限
す
る
措
置
が
カ
シ
ュ
ガ
ル
政
府
に
よ
っ
て
と
ら

れ
て
い
た
が
、
一
九
三
六
年
七
月
カ
シ
ュ
ガ
ル
区
行
政
長
の
徐
廉

は
こ
れ
ら
の
措
置
は
誤
り
で
あ
っ
た
と
し
て
撤
回
し
た
（
５５
）
。
こ
れ
ら

の
措
置
が
撤
回
さ
れ
た
時
期
は
マ
フ
ム
ー
ド
の
勢
力
が
弱
体
化
さ

れ
て
い
っ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
（
５６
）
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
マ
フ
ム
ー
ド
は
こ
の
時
期
、
独
立
国
家

樹
立
と
い
う
究
極
的
目
標
を
有
し
な
が
ら
、
当
面
現
体
制
を
容
認

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

四
一
（
四
二
三
）



し
、
教
育
運
動
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
族
の
発
展
を
は

か
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
省
政
府
の
民
族
教
育

政
策
は
彼
の
意
図
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
は

軍
事
力
と
行
政
権
力
を
背
景
に
、
保
守
派
を
抑
え
込
み
、
そ
の
勢

力
を
弱
体
化
さ
せ
る
政
策
を
と
っ
た
。

マ
フ
ム
ー
ド
と
と
も
に
民
族
教
育
政
策
を
推
進
す
る
主
体
と
な

っ
た
「
改
革
派
」
勢
力
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
「
民
衆
聯
合
会
」「
文

化
促
進
会
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
「
改
革
派
」
勢
力
も
決
し
て
一

枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。

「
民
衆
聯
合
会
」
は
反
乱
後
の
秩
序
回
復
時
に
各
地
で
地
元
住

民
を
集
め
て
、
政
府
の
意
向
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民
の

意
見
を
反
映
す
る
場
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
地
元
住
民
の

自
治
組
織
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
（
５７
）
。
カ
シ
ュ
ガ
ル
「
民
衆
聯
合

会
」
の
会
長
に
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
指
導
的
カ
ー
デ
ィ
（
５８
）
で
あ
っ
た
ア

ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ー
フ
ル
・
ダ
ー
ム
ッ
ラ
ー
が
就
き
、
副
会
長
兼
教

育
局
長
に
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
・
マ
ク
ス
ム
が
就

い
た
（
５９
）
。「
民
衆
聯
合
会
」
に
は
他
に
も
ワ
ク
フ
局
、
出
版
局
な
ど

の
部
署
が
設
け
ら
れ
た
（
６０
）
。
こ
れ
ら
の
責
任
者
は
み
な
テ
ュ
ル
ク
系

住
民
で
あ
っ
た
。

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ー
フ
ル
は
一
九
三
五
年
に
ウ
ル
ム
チ
で
開
か

れ
た
全
省
民
衆
代
表
大
会
に
代
表
団
の
団
長
と
し
て
出
席
し
た
。

ブ
ル
ハ
ン
に
よ
れ
ば
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ー
フ
ル
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
に

戻
っ
て
か
ら
積
極
的
に
盛
政
権
を
宣
伝
し
た
と
い
う
（
６１
）
。
他
方
で
、

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ー
フ
ル
は
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ
ヤ
ー
ズ
に
実
権
は
無

く
、
盛
世
才
は
か
な
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
実
際

の
指
揮
権
は
ロ
シ
ア
人
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
も
い
う
（
６２
）
。
彼

は
政
権
の
実
態
を
察
し
な
が
ら
も
、
政
権
の
民
族
政
策
を
支
持
し
、

政
権
に
好
意
的
な
立
場
に
立
っ
た
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
リ
ー
ム
は
一

九
三
三
年
一
一
月
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
樹
立
さ
れ
た
「
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
共
和
国
」
の
教
育
大
臣
に
名
を
連
ね
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
教
育

活
動
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
で
、
英
領
事
に
よ
れ

ば
親
共
産
主
義
、
親
ロ
シ
ア
の
立
場
に
立
つ
カ
シ
ュ
ガ
ル
出
身
者

で
あ
っ
た
。

英
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
マ
フ
ム
ー
ド
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ

ー
フ
ル
を
共
産
主
義
的
、
反
イ
ス
ラ
ム
的
で
あ
る
と
し
て
支
持
し

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ー
フ
ル
は
ソ
連
の
援

助
を
受
け
て
指
導
的
カ
ー
デ
ィ
の
地
位
に
つ
い
た
と
噂
さ
れ
て
お

り
、
省
政
府
を
積
極
的
に
支
持
す
る
彼
の
姿
勢
が
マ
フ
ム
ー
ド
に

は
不
満
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
６３
）
。

他
方
で
、「
カ
シ
ュ
ガ
ル
・
ウ
イ
グ
ル
族
文
化
促
進
会
」
の
会

長
で
あ
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
・
ハ
ジ
は
マ
フ
ム
ー
ド
派

に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
三
五
年
半
ば
ア
ブ
ド
ゥ
ル

史
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カ
リ
ー
ム
か
ら
「
民
衆
聯
合
会
」
の
教
育
局
長
を
引
き
継
ぎ
、
三

六
年
五
月
ま
で
務
め
た
（
６４
）
。
さ
ら
に
英
領
事
の
報
告
で
は
「
民
衆
聯

合
会
」
と
は
別
に
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
を
指
導
者
と
し
て

「
改
革
党
」（
あ
る
い
は
「
改
革
協
会
」）
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
設

立
さ
れ
、
教
育
、
ワ
ク
フ
な
ど
を
統
制
し
て
い
た
と
い
う
（
６５
）
。

こ
の
よ
う
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
民
族
教
育
を
推
進
し
た
主
体
は
テ

ュ
ル
ク
系
住
民
で
あ
っ
た
が
、
省
政
府
や
ソ
連
に
対
す
る
政
治
的

姿
勢
に
お
い
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ー
フ
ル
の
よ
う
な
人
々
と
、

マ
フ
ム
ー
ド
ら
と
は
分
岐
が
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
省
政
府
の

民
族
教
育
政
策
の
下
、
主
導
権
を
争
い
な
が
ら
い
ず
れ
も
民
族
教

育
制
度
の
充
実
強
化
の
必
要
性
を
認
識
し
民
族
教
育
を
推
進
し
た
。

カ
シ
ュ
ガ
ル
を
中
心
と
し
た
南
疆
の
「
民
衆
聯
合
会
」、「
文
化

促
進
会
」
は
、
省
政
府
の
統
制
か
ら
相
当
程
度
自
律
的
で
あ
り
、

一
種
の
自
律
的
行
政
権
力
さ
え
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
両
組
織
の

運
営
実
態
を
、
一
九
三
六
年
四
月
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
へ
調
査
団
の
一

員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
鄭
義
均
と
マ
ン
ス
ー
ル
の
報
告
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

鄭
義
均
は
南
疆
の
「
民
衆
聯
合
会
」
活
動
の
問
題
点
を
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る
（
６６
）
。
委
員
の
民
族
成
分
に
つ
い
て
規
定
を
守
っ

て
い
な
い
。
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
（
焉
耆
）
を
除
い
て
ア
ク
ス
、
カ
シ

ュ
ガ
ル
の
「
民
聯
会
」
委
員
は
ウ
イ
グ
ル
族
が
七
〇
％
、
そ
の
他

の
民
族
が
三
〇
％
で
あ
る
。
委
員
長
や
委
員
の
人
選
に
も
不
適
切

な
面
が
あ
る
。
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
「
民
聯
会
」
は
独
自
に
「
郷
村
民

聯
会
」
を
組
織
し
、
総
会
の
同
意
を
え
て
い
な
い
。
ビ
ュ
グ
ル

（
輪
台
）、
ク
チ
ャ
（
庫
車
）、
カ
シ
ュ
ガ
ル
（
旧
市
、
新
市
）、
ヤ

ル
カ
ン
ド
（
葉
爾
羌
）
の
「
民
聯
会
」
は
職
権
行
使
に
お
い
て
行

政
・
司
法
に
干
渉
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
あ
と
、
鄭

義
均
は
結
語
で
今
後
の
「
民
聯
会
」
は
単
に
民
族
政
策
の
宣
伝
だ

け
で
な
く
、
同
時
に
反
帝
政
策
も
う
ま
く
宣
伝
し
、
全
疆
民
衆
を

「
民
衆
統
一
戦
線
」
に
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い

る
。「

民
衆
聯
合
会
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
地
方
の
民
族
人
口
の
比

率
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
各
族
が
平
等
に
代
表
を
立
て
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
（
６７
）
。
鄭
義
均
の
報
告
か
ら
は
南
疆
の
「
民
衆
聯
合
会
」

が
ウ
イ
グ
ル
族
の
地
方
有
力
者
を
中
心
に
、
実
質
的
な
地
元
権
力

の
中
心
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
省
政
府
の
統
制
が
充
分
に
及
ん
で
い

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
「
民
衆
聯
合
会
」
は

周
辺
の
郷
村
に
独
自
に
組
織
を
拡
大
さ
え
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

マ
ン
ス
ー
ル
は
「
文
化
促
進
会
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告

し
て
い
る
（
６８
）
。「
文
化
促
進
会
」
の
分
会
の
常
務
委
員
は
全
民
衆
大

会
に
お
い
て
当
地
の
有
力
者
の
指
示
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
者
た

ち
で
あ
る
。
全
て
の
会
務
の
進
行
で
は
五
、
六
人
の
常
務
委
員
が

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾
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す
べ
て
の
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
地
方
の
分
会
（
例

え
ば
カ
シ
ュ
ガ
ル
）
に
は
常
務
委
員
す
ら
い
な
い
。
分
会
の
外
部

に
常
務
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
常
務
委
員
会

は
会
外
の
一
〇
数
名
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
会
務
は
外
部

の
組
織
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
。
会
議
の
記
録
は
な
く
、
あ

っ
て
も
当
地
の
行
政
機
関
に
は
報
告
さ
れ
な
い
。
い
く
つ
か
の
分

会
に
は
義
捐
委
員
会
（
す
な
わ
ち
宗
教
税
や
喜
捨
の
た
め
の
各
種

義
捐
ク
ラ
ブ
・
教
育
組
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
組
織
の
活
動
も
分

会
に
所
属
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
分
会
と
対

立
す
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

マ
ン
ス
ー
ル
の
報
告
も
、
省
政
府
の
統
制
が
南
疆
の
「
文
化
促

進
会
」
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
「
カ
シ
ュ

ガ
ル
・
ウ
イ
グ
ル
族
文
化
促
進
会
」
は
マ
フ
ム
ー
ド
派
に
属
す
る

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
の
指
導
下
に
あ
り
、
ウ
ル
ム
チ
の
総
会

の
指
示
を
無
視
し
て
独
自
の
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
盛
世
才
政
権
下
の
民
族
政
策
は
、
ウ
イ
グ
ル
族

が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
独
自
の
軍
事
力
を
擁
し
て
い
た
マ
フ
ム

ー
ド
の
影
響
力
の
強
か
っ
た
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
中
心
と
し
た
南
疆
に

お
い
て
地
元
有
力
者
に
自
律
的
な
活
動
を
お
こ
な
う
機
会
を
与
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
省
政
府
は
統
合
の
た
め
に
民
族
平
等
、
民
族

語
に
よ
る
学
校
教
育
の
発
展
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
、「
改
革

派
」
の
民
族
有
力
者
は
そ
れ
を
手
段
と
し
て
利
用
し
、
積
極
的
に

民
族
的
発
展
を
目
的
と
し
て
教
育
運
動
を
展
開
し
、
行
政
面
で
も

独
自
の
権
力
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
ら
の
教
育
運
動
推
進
の

背
景
に
は
、
立
ち
遅
れ
た
自
民
族
へ
の
危
機
感
が
あ
り
、
マ
フ
ム

ー
ド
の
よ
う
な
か
つ
て
の
民
族
反
乱
の
指
導
者
に
は
民
族
主
義
的

な
動
機
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
６９
）
。
こ
の
意
味
で
は
、
盛
世
才

政
権
と
ウ
イ
グ
ル
族
「
改
革
派
」
は
同
床
異
夢
で
は
あ
っ
た
が
、

結
果
的
に
民
族
語
に
よ
る
学
校
教
育
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
の
で

あ
っ
た
。

他
方
で
テ
ュ
ル
ク
系
住
民
も
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず

「
改
革
派
」
と
「
保
守
派
」
の
対
立
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
政
治
権

力
を
味
方
に
つ
け
て
い
る
点
で
「
改
革
派
」
の
勢
力
は
圧
倒
的
に

強
か
っ
た
。
し
か
し
「
改
革
派
」
内
に
も
政
治
的
分
岐
が
あ
っ
た
。

や
が
て
こ
の
分
岐
は
省
政
府
が
統
制
強
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
対
立
へ
と
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
三
）
省
政
府
の
統
制
強
化
と
「
自
治
」
の
崩
壊

お
お
よ
そ
近
代
国
家
を
め
ざ
す
政
権
は
行
政
の
合
理
化
、
集
権

化
と
い
っ
た
国
家
建
設
志
向
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
る
場
合

に
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
を
促
進
す
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
未
成
熟
な
多
民
族
社
会
に
お
い
て
こ
れ
が
強
行
さ

史
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れ
る
と
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
そ
の
も
の
を
妨
げ
る
危
険
性
が
高
い
。

国
家
建
設
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
が
相
互
補
完
的
に
進
め
ら
れ
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
こ
の
両
者
の
間
に
は
緊
張
関

係
が
あ
る
。

新
疆
省
政
府
は
民
族
政
策
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
南
疆
の
状
況

に
対
し
、
統
制
を
強
め
る
方
向
を
打
ち
出
し
た
。
一
九
三
五
年
に

ソ
連
顧
問
の
援
助
を
受
け
て
策
定
し
、
一
九
三
六
年
七
月
か
ら
実

施
さ
れ
た
「
第
一
期
三
年
計
画
」
の
教
育
計
画
は
、
ウ
イ
グ
ル
、

カ
ザ
フ
学
校
へ
の
指
導
強
化
の
た
め
の
「
ウ
イ
グ
ル
・
カ
ザ
フ
督

学
室
」
の
設
置
と
教
科
書
に
対
す
る
教
育
廳
の
管
理
強
化
を
打
ち

出
し
、「
数
量
が
す
で
に
発
展
し
た
地
方
の
学
校
、
と
り
わ
け
南

疆
各
族
会
立
学
校
は
、
ま
ず
そ
の
活
動
の
質
、
特
に
組
織
、
教
材
、

教
授
方
法
の
改
善
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
学
校
法
と
規

程
に
そ
れ
ら
を
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
責
任
を
教

育
廳
は
区
教
育
局
（
と
く
に
督
学
）
及
び
省
督
学
に
厳
命
し
、
実

情
に
即
し
て
調
査
・
指
導
し
、
必
要
な
と
き
に
は
特
別
に
専
門
員

を
派
遣
し
て
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

「
各
族
文
化
促
進
会
設
立
の
学
校
へ
の
指
導
」
の
項
目
で
も
、
同

じ
よ
う
に
教
育
廳
、
各
区
教
育
局
に
よ
る
統
制
の
強
化
を
打
ち
出

し
て
い
る
（
７０
）
。

ま
た
教
育
内
容
に
関
し
て
、
小
学
校
五
年
よ
り
漢
族
、
回
族
、

満
族
な
ど
の
学
校
で
は
ウ
イ
グ
ル
語
と
そ
の
他
言
語
を
教
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
他
各
族
学
校
で
は
国
語
を
教
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
小
学
校
卒
業
後
に
は
各
族
児
童
が
互
い
に
直
接
会
話
で
き
、

普
通
の
書
物
や
新
聞
を
読
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
国
語
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ

ん
漢
語
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
つ
実
施
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
は
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
を
知
り
う
る
史
料
は
見
出
せ
て
い
な
い
が
、

省
政
府
は
「
各
民
族
語
に
よ
る
教
育
」
の
到
達
点
と
し
て
、
少
な

く
と
も
理
念
上
は
、「
国
語
」（
漢
語
）
と
ウ
イ
グ
ル
語
の
二
重
言

語
政
策
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
九
三
五
年
七
月
に
は
ウ
ル
ム
チ
か
ら
約
二
〇
名
の
巡
察
団
が

南
疆
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
徐
廉
が
八

月
カ
シ
ュ
ガ
ル
行
政
区
長
に
就
任
し
た
（
７１
）
。
同
時
期
に
『
新
生
活
』

を
政
府
の
管
理
下
に
お
く
た
め
に
、
盛
世
才
が
梁
大
恒
を
社
長
と

し
て
派
遣
し
た
と
張
大
軍
は
記
し
て
い
る
（
７２
）
。
清
水
由
里
子
は
一
九

三
六
年
半
ば
頃
か
ら
『
新
生
活
』
の
内
容
に
省
政
府
に
よ
る
統
制

の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
（
７３
）
。

一
九
三
六
年
二
月
に
は
、
省
政
府
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
区
に
教
育
局

を
設
置
し
た
。
そ
の
際
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら
教
育
部
と
ワ
ク
フ
部
な

ど
を
担
当
す
る
約
二
〇
名
の
漢
族
官
僚
が
到
着
し
、
ム
ス
リ
ム
民

衆
に
よ
る
大
規
模
な
抗
議
集
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
７４
）
。
英
領
事
は
民

一
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疆
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衆
の
不
満
の
理
由
を
、
教
育
と
ワ
ク
フ
に
関
し
て
は
現
状
通
り
ム

ス
リ
ム
自
身
が
統
制
す
べ
き
で
あ
る
と
民
衆
が
考
え
て
い
た
か
ら

で
あ
る
と
記
し
て
い
る
（
７５
）
。
一
九
三
五
年
後
半
か
ら
三
六
年
前
半
に

か
け
て
、
省
政
府
側
が
徐
々
に
統
制
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

同
時
期
、
マ
フ
ム
ー
ド
指
揮
下
の
ム
ス
リ
ム
軍
の
兵
士
を
二
〇

歳
か
ら
二
三
歳
ま
で
の
兵
士
に
交
代
さ
せ
る
べ
き
と
い
う
命
令
が

出
さ
れ
た
（
７６
）
。
お
そ
ら
く
省
政
府
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
軍
事
的
措
置
と
し
て
理
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
親

ソ
連
の
兵
士
の
比
率
が
高
ま
る
可
能
性
が
高
く
、
マ
フ
ム
ー
ド
の

立
場
を
弱
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
月
に
は
ム
ス
リ
ム
部
隊
の
武

装
解
除
が
進
め
ら
れ
、
最
終
的
に
中
国
人
兵
士
と
ム
ス
リ
ム
兵
士

が
同
数
に
さ
れ
る
と
い
う
情
報
を
英
領
事
は
得
た
と
い
う
（
７７
）
。

こ
の
よ
う
な
統
制
強
化
の
流
れ
の
中
で
、
一
九
三
六
年
五
月
一

二
日
夜
、
民
衆
聯
合
会
会
長
で
あ
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ー
フ
ル

が
暗
殺
さ
れ
た
。
英
領
事
は
、
こ
れ
が
政
治
的
理
由
に
よ
る
も
の

で
、
彼
が
宗
教
と
教
育
問
題
で
、「
共
産
主
義
」
と
妥
協
し
よ
う

と
し
て
い
た
疑
い
の
た
め
に
、
ム
ス
リ
ム
の
大
多
数
に
不
人
気
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
７８
）
。
お
そ
ら
く
三
六
年
二

月
に
到
着
し
た
漢
族
官
員
の
受
け
入
れ
問
題
が
関
係
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ー
フ
ル
は
省
政
府
を
支
持
す
る
立

場
を
と
っ
て
お
り
、
省
政
府
の
統
制
が
徐
々
に
強
化
さ
れ
る
に
従

っ
て
民
衆
の
不
満
を
受
け
る
立
場
に
立
た
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
シ
ュ
ガ
ル
の
公
安
管
理
処
の
中
心
に
い
た
ウ
イ
グ
ル
共
産
主
義

者
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
カ
ー
デ
ィ
ル
・
ハ
ジ
（
７９
）
は
犯
人
と
し
て
マ
フ
ム

ー
ド
派
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
・
ハ
ジ
と
ア
フ
メ
ド
・
ク

ル
・
ハ
ジ
を
逮
捕
し
た
（
８０
）
。
こ
の
暗
殺
に
マ
フ
ム
ー
ド
が
ど
こ
ま
で

関
与
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
省
政
府
の
統
制
強
化
に

伴
っ
て
「
改
革
派
」
内
部
の
政
治
的
亀
裂
が
対
立
へ
と
発
展
し
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

省
政
府
は
マ
フ
ム
ー
ド
の
腹
心
の
部
下
た
ち
を
研
修
と
し
て
ソ

連
や
ウ
ル
ム
チ
へ
派
遣
さ
せ
、
そ
の
影
響
下
に
組
み
込
ん
だ
。
マ

フ
ム
ー
ド
軍
は
兵
数
も
削
減
さ
れ
、
徐
々
に
弱
体
化
さ
れ
て
い
っ

た
（
８１
）
。
英
領
事
は
一
九
三
六
年
七
月
の
時
点
で
、
市
当
局
、
民
衆
聯

合
会
、
改
革
協
会
に
代
わ
っ
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
カ
ー
デ
ィ
ル
・

ハ
ジ
が
カ
シ
ュ
ガ
ル
市
内
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
と
述
べ
て
い
る
（
８２
）
。

政
治
的
孤
立
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
マ
フ
ム
ー
ド
は
、
南
京
国

民
政
府
に
助
力
を
求
め
る
使
者
を
送
っ
た
が
効
果
な
く
、
し
か
も

そ
の
使
者
が
帰
途
、
盛
世
才
に
捕
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
（
８３
）
。
結
局
、

一
九
三
七
年
四
月
、
ウ
ル
ム
チ
で
の
式
典
参
加
を
求
め
る
盛
世
才

の
招
き
に
応
じ
ず
、
彼
は
イ
ン
ド
へ
逃
亡
し
た
。
五
月
三
〇
日
残

史
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さ
れ
た
彼
の
部
隊
は
蜂
起
し
、
そ
れ
に
乗
じ
て
ホ
ー
タ
ン
の
馬
虎

山
軍
も
蜂
起
し
て
カ
シ
ュ
ガ
ル
旧
市
を
占
領
し
、
一
時
カ
シ
ュ
ガ

ル
新
市
を
除
く
南
疆
全
体
を
ほ
ぼ
支
配
下
に
置
い
た
が
、
ソ
連
の

軍
事
協
力
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
。
馬
虎
山
も
九
月
五
日
に
イ
ン

ド
へ
逃
亡
し
、
南
疆
で
は
ホ
ー
タ
ン
も
含
め
て
省
政
府
の
統
治
が

回
復
さ
れ
た
。

行
政
権
力
の
集
権
化
を
目
指
し
て
統
制
を
強
化
し
よ
う
と
し
た

省
政
府
の
動
き
は
、
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
た

南
疆
の
「
自
治
」
的
状
況
を
崩
壊
さ
せ
、
全
面
的
に
物
理
的
暴
力

に
依
存
す
る
支
配
を
も
た
ら
し
た
。
た
と
え
同
床
異
夢
で
あ
っ
て

も
存
在
し
た
省
政
府
と
民
族
有
力
者
た
ち
の
協
同
関
係
、
各
民
族

の
文
化
の
発
展
を
通
し
て
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
形
成
を
は
か
ろ
う
と

す
る
民
族
政
策
の
企
図
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
完
全
に
無
に
帰
し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
当
時
の
マ
フ
ム
ー
ド
の
具
体
的
な
政
治
目
標
を
推
測
す
る

た
め
の
史
料
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
一
九
三
七
年
四
月
の
イ
ン

ド
逃
亡
後
に
駐
カ
ル
カ
ッ
タ
中
国
領
事
に
宛
て
た
彼
の
手
紙
と
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
会
談
記
録
だ
け
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
五
月
六
日
付
の
駐
カ
ル
カ
ッ
タ
中
国
領
事
へ
の
マ

フ
ム
ー
ド
の
手
紙
（
８４
）
に
お
い
て
、
彼
は
「
共
和
国
」
と
な
っ
た
中
国

に
期
待
感
を
表
明
し
な
が
ら
、
自
ら
を
臣
従
す
る
諸
民
族
の
ひ
と

つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
恩
恵
の
享
受
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
自
ら
を
南
京
国
民
政
府
の
支
持
者
と
し
、
他
方
で

新
疆
は
現
在
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
の
手
に
あ
る
と
し
て
、
助
力
を
求
め

て
い
る
。
七
月
二
〇
日
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
英
国
代
理
総
督
と
の
会

談
（
８５
）
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
に
来
た
目
的
は
南
京
政
府
に
新
疆
の
現

状
に
つ
い
て
の
充
分
な
情
報
を
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
、

ま
た
以
前
（
一
九
三
三
〜
三
四
年
―
筆
者
註
）
ム
ス
リ
ム
共
和
国

樹
立
に
挑
戦
し
た
が
、
ロ
シ
ア
人
と
中
国
人
が
協
力
し
た
た
め

我
々
は
敗
れ
た
の
で
、
最
善
の
道
は
中
国
人
の
協
力
を
得
て
、
新

疆
に
中
国
の
権
力
を
再
建
し
、
ロ
シ
ア
の
影
響
を
取
り
除
く
こ
と

で
、
私
の
望
み
は
新
疆
で
「
旧
来
の
中
国
人
の
統
治
を
回
復
す

る
」
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、
自
己
の
勢
力
を
弱
体
化

さ
れ
て
い
っ
た
マ
フ
ム
ー
ド
が
、
南
京
の
中
央
政
府
の
力
に
頼
っ

て
「
旧
来
の
中
国
人
の
統
治
」
を
回
復
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
質

的
な
「
自
治
」
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
時
点
で
国
民
政
府
の
政
治
的
正
統
性
を
積
極
的
に
承
認
す
る

姿
勢
は
徹
底
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
一
九
三
七
年
五
月
三
〇

日
に
自
分
の
残
し
た
部
隊
と
馬
虎
山
の
ト
ゥ
ン
ガ
ン
勢
力
が
反
乱

を
起
こ
し
た
後
、
帰
還
を
促
す
馬
虎
山
の
使
者
に
対
し
、
彼
が
南

京
か
ら
の
命
令
を
優
先
し
、
南
京
か
ら
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
カ

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
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策
と
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の
政
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盾
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シ
ュ
ガ
ル
へ
行
く
こ
と
は
出
来
な
い
と
答
え
た
こ
と
か
ら
も
う
か

が
え
る
（
８６
）
。
英
国
代
理
総
督
と
の
会
談
で
も
、
反
乱
の
報
を
受
け
て

カ
シ
ュ
ガ
ル
へ
戻
る
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、
南
京
に
許
可
を
求

め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
マ
フ
ム
ー
ド
は
、「
コ
ム
ル
の
ヨ
ル
バ
ー
ス
と
ア
ル
タ
イ

の
シ
ャ
リ
プ
・
ハ
ー
ン
は
確
実
に
反
ロ
シ
ア
で
一
致
し
て
」
お
り
、

「
ヨ
ル
バ
ー
ス
は
マ
フ
ム
ー
ド
や
ト
ゥ
ン
ガ
ン
勢
力
と
も
密
か
に

連
絡
を
取
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
当
時
の
主
だ
っ
た
民
族

勢
力
の
指
導
者
間
に
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ヨ
ル
バ
ー
ス
は
一
貫
し
て
国
民
政
府
の
力
に
依
拠
す
る
姿
勢
を
見

せ
て
い
た
し
、
馬
虎
山
の
ト
ゥ
ン
ガ
ン
勢
力
も
中
国
か
ら
の
独
立

は
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
（
８７
）
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
こ
で
マ
フ
ム

ー
ド
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
政
治
的
目
標
は
、
少
な
く
と
も
当
面
の

目
標
と
し
て
は
民
族
勢
力
の
指
導
者
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い

え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
マ
フ
ム
ー
ド
を
始
め
と
し
た
民
族
勢
力

の
指
導
者
の
間
に
は
、
自
ら
の
自
律
性
を
保
障
し
て
く
れ
る
限
り

に
お
い
て
国
民
政
府
の
政
治
的
正
統
性
を
受
け
入
れ
る
論
理
と
、

国
民
政
府
を
自
ら
の
自
律
性
を
保
障
し
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
み

る
期
待
と
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
マ
フ
ム
ー
ド

が
「
旧
来
の
中
国
人
の
統
治
」
と
表
現
し
た
通
り
、
彼
ら
の
な
か

に
中
央
の
権
威
へ
の
服
従
と
引
き
換
え
の
放
任
的
自
治
の
容
認
と

い
う
「
中
華
世
界
の
論
理
」
へ
の
期
待
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
確
か
に
マ
フ
ム
ー
ド
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
自
身
の
言
葉
に

あ
る
よ
う
に
そ
の
究
極
の
目
標
は
「
ム
ス
リ
ム
共
和
国
」
の
樹
立

で
あ
っ
た
。
し
か
し
ソ
連
を
中
心
と
し
た
国
際
環
境
が
そ
の
実
現

を
不
可
能
に
し
て
い
る
状
況
下
で
、
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
彼

を
国
民
政
府
へ
と
向
か
わ
せ
た
背
景
に
従
来
の
帝
国
的
秩
序
の
歴

史
的
記
憶
が
作
用
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
多
民
族
的
社
会
を
前
提
と
し
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
ひ

と
つ
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
的

再
編
が
あ
く
ま
で
も
「
中
華
世
界
の
近
代
的
再
編
」
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
、
従
来
の
「
俗
に
因
る
」
と
い
う
中
華
世
界
の
統
治
方
式
（
８８
）

が
近
代
的
民
族
自
治
へ
と
再
編
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
国
民
政
府
は
こ
の
時
点
で
マ
フ
ム
ー
ド
ら
の
期
待
に
応
え
う

る
状
況
に
な
か
っ
た
。
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策

は
こ
の
よ
う
な
再
編
へ
と
向
か
う
方
向
性
を
有
し
て
い
た
が
、
結

局
省
政
府
は
国
家
建
設
の
面
に
お
い
て
統
制
を
強
行
し
、
自
ら
ネ

イ
シ
ョ
ン
形
成
の
芽
を
摘
み
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

四

結

語

第
一
次
大
戦
後
、「
民
族
自
決
」
は
、
国
家
を
創
り
出
し
、
維

史

学
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持
す
る
正
当
性
を
賦
与
す
る
政
治
的
原
理
と
し
て
国
際
的
に
広
く

承
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
理
念
と
現
実
と
の
間
の
矛

盾
は
、
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
強
制
的
同
化
や
、
あ
る
い
は
既

存
国
家
の
分
裂
の
動
き
を
促
進
し
た
。
歴
史
的
経
験
に
照
ら
す
な

ら
、「
民
族
自
決
、
あ
る
い
は
国
民
国
家
な
る
政
治
原
理
が
、
自

由
と
繁
栄
を
生
み
出
す
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
多
く
の
混
乱
を
も
た
ら

し
た
」
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
８９
）
。
こ
の
よ
う
な
「
民
族
自
決
」
原
理

の
主
流
化
と
対
抗
す
る
よ
う
に
主
と
し
て
東
欧
に
生
ま
れ
て
き
た

の
が
、
保
守
革
命
派
と
さ
れ
る
エ
ト
ガ
ー
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ユ
ン
グ

ら
の
「
穏
健
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
や
、
ロ
ー

ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
や
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
と
い
っ
た
マ
ル

ク
ス
主
義
者
の
民
族
論
で
あ
っ
た
（
９０
）
。
そ
し
て
理
論
的
に
は
上
記
の

マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
の
論
敵
で
あ
っ
た
レ
ー
ニ
ン
や
ス
タ
ー
リ

ン
も
現
実
に
ソ
連
と
い
う
国
家
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、「
民
族

自
決
」
と
は
異
な
る
道
を
模
索
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
本
稿
が

分
析
対
象
と
し
た
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
新
疆
に
お
い
て
展
開
さ

れ
た
民
族
政
策
も
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
民
族
自
決
」、
国
民
国
家
形
成
が
主
流

を
占
め
、
不
可
避
な
状
況
下
で
の
、
理
念
と
現
実
と
の
間
の
矛
盾

を
繕
う
模
索
と
挫
折
の
過
程
で
あ
っ
た
。

盛
世
才
政
権
の
民
族
政
策
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
と
い
う
視
角

か
ら
み
て
単
な
る
一
時
的
な
「
安
撫
策
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
王
寿
成
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
人

員
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
、
新
疆
の
一
四
民
族
を
新
疆
の
、
そ
し

て
中
国
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
凝
集
さ
せ
る
た
め
の
近
代
的
な
民

族
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
民
族
政
策
は
「
ソ
連
型
の
民
族
政
策
」

に
範
を
と
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
核
と
し

て
据
え
ら
れ
た
の
は
、
ソ
連
と
は
異
な
る
「
反
帝
国
主
義
」
で
あ

っ
た
。
し
か
し
新
疆
に
お
い
て
「
反
帝
国
主
義
」
は
少
な
く
と
も

一
九
三
四
、
三
五
年
の
段
階
で
は
強
い
政
治
的
統
合
志
向
性
を
持

っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
漢
族
文
化
中
心
主
義
を
含
め
ネ

イ
シ
ョ
ン
の
形
成
を
強
制
す
る
よ
う
な
内
容
も
持
っ
て
い
な
か
っ

た
。
各
族
の
文
化
的
な
発
展
が
や
が
て
共
通
性
を
生
み
出
す
と
い

う
楽
観
論
が
、
ソ
連
の
「
現
地
化
」
政
策
を
擁
護
し
て
い
た
時
期

の
ス
タ
ー
リ
ン
と
同
じ
よ
う
に
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。

南
疆
の
テ
ュ
ル
ク
系
住
民
有
力
者
の
「
改
革
派
」
は
省
政
府
の

民
族
政
策
、
特
に
民
族
教
育
政
策
を
積
極
的
に
受
容
し
、
利
用
し

て
自
ら
の
民
族
的
発
展
を
追
求
し
た
。
一
般
の
民
衆
自
身
が
ど
こ

ま
で
「
ウ
イ
グ
ル
」
と
い
う
民
族
意
識
を
受
け
入
れ
た
か
は
測
定

し
が
た
く
、
学
校
設
立
の
主
要
な
原
資
と
な
っ
た
宗
教
的
喜
捨
や

宗
教
税
徴
収
に
は
強
制
力
が
行
使
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
が
、
少

な
く
と
も
子
弟
を
学
校
に
送
る
と
い
う
点
で
は
積
極
的
で
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

四
九
（
四
三
一
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省
政
府
の
民
族
政
策
を
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
観
点
か
ら
評
価
す

る
な
ら
ば
、
民
族
政
策
の
導
入
に
よ
っ
て
新
疆
に
初
め
て
、
各
民

族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
通
じ
て
新
疆
、「
中
国
」
へ
の
帰
属

意
識
を
育
成
す
る
と
い
う
形
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
経
路
が
設
定

さ
れ
た
と
い
え
る
。
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
統
合
志
向
性
が
極
め
て

弱
か
っ
た
こ
と
が
、
逆
に
テ
ュ
ル
ク
系
定
住
民
か
ら
一
定
の
肯
定

的
な
反
応
を
引
き
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
効
果
は
い

ま
だ
初
歩
的
な
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
可
能
性
の
域
を
出

な
か
っ
た
。
後
に
こ
の
経
路
は
中
華
人
民
共
和
国
に
引
き
継
が
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
公
教
育
と
し
て
の
初
等
教
育
制
度
の
充

実
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
、
国
家
建
設
両
面
に
お
け
る
重
要
な
進

展
で
あ
っ
た
。

一
九
三
六
年
頃
か
ら
省
政
府
は
南
疆
地
域
へ
の
統
制
強
化
に
乗

り
出
し
た
。
こ
れ
は
、
政
治
・
社
会
的
亀
裂
を
内
包
し
な
が
ら
も

カ
シ
ュ
ガ
ル
を
中
心
と
し
て
南
疆
地
域
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

テ
ュ
ル
ク
系
住
民
の
自
律
的
権
力
を
動
揺
さ
せ
、
矛
盾
を
激
化
さ

せ
、
そ
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
。
省
政
府
は
国
家
建
設
の
面
に
お

い
て
統
制
を
強
行
し
、
自
ら
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
可
能
性
を
閉
じ

た
。
条
件
が
整
わ
な
い
中
で
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
と
国
家
建
設
の
緊

張
関
係
を
考
慮
せ
ず
に
い
た
ず
ら
に
集
権
化
を
追
求
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
民
衆
の
「
参
加
」「
動
員
」
を
阻
害
し
た
と
い
う
点
で

そ
の
施
策
は
限
界
を
有
し
て
い
た
。
省
政
府
が
こ
の
よ
う
に
集
権

化
を
強
行
し
、
や
が
て
警
察
力
に
よ
る
「
恐
怖
政
治
」
へ
と
至
っ

た
要
因
と
し
て
、
筆
者
は
社
会
主
義
勢
力
内
に
お
け
る
新
疆
の
位

置
づ
け
の
変
化
と
「
抗
日
」
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

ソ
連
の
影
響
下
に
あ
る
省
政
府
に
対
し
批
判
的
で
あ
っ
た
主
要

な
民
族
勢
力
指
導
者
の
間
に
は
、
国
民
政
府
の
政
治
的
正
統
性
を

承
認
し
、
助
力
を
求
め
る
と
い
う
共
通
認
識
が
存
在
し
た
。
そ
れ

は
民
族
的
自
律
性
を
国
民
政
府
が
保
護
し
て
く
れ
る
と
い
う
期
待

を
前
提
と
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
中
央
の
権
威
へ
の
服
従
と
引
き

換
え
の
放
任
的
自
治
の
容
認
と
い
う
「
中
華
世
界
の
論
理
」
へ
の

期
待
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
多
民
族
的
社
会
を
前
提

と
し
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
一
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
可
能

性
を
現
実
の
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
中
華
世
界
的
統
治
方

式
を
近
代
的
民
族
自
治
へ
と
再
編
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
政
治
的
権
限
の
配
分
の
面
で
当
地
民
族
に
自
治
を
認
め
、
そ

の
上
で
民
族
有
力
者
た
ち
と
の
信
頼
関
係
の
醸
成
と
法
的
、
制
度

的
に
自
治
を
整
備
し
て
い
く
と
い
う
過
程
が
必
要
で
あ
っ
た
（
９１
）
。
こ

の
面
で
省
政
府
は
緩
や
か
な
政
治
的
統
合
を
追
求
す
る
道
を
と
ら

な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
盛
世
才
政
権
下
の
民
族
政
策
は
、
中
華
人
民
共
和

史
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国
の
民
族
政
策
と
多
く
の
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
時

期
の
盛
世
才
政
権
の
民
族
政
策
が
担
っ
た
課
題
が
、
中
華
人
民
共

和
国
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
各
民
族
平

等
を
謳
い
民
族
意
識
が
強
化
さ
れ
る
一
方
、
民
族
的
自
律
性
が
抑

圧
さ
れ
る
こ
の
矛
盾
は
、
本
稿
で
分
析
し
た
盛
世
才
政
権
時
期
同

様
、
現
在
も
新
疆
の
民
族
問
題
の
根
本
に
存
在
し
て
い
る
。

註（
１
）
茂
木
敏
夫
「
中
華
帝
国
の
解
体
と
近
代
的
再
編
成
へ
の
道
」、

東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
会
・
片
山
裕
・
西
村
成
雄
編
『
講
座
東
ア
ジ

ア
近
現
代
史
４

東
ア
ジ
ア
史
像
の
新
構
築
』、
青
木
書
店
、
二
〇

〇
二
年
、
二
二
、
二
七
〜
二
八
頁
。

（
２
）
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
Ｄ
・
ス
ミ
ス
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

「
ハ
ン
ス
・
コ
ー
ン
の
二
分
法
」
を
批
判
し
、「
す
べ
て
の
ネ
イ
シ

ョ
ン
は
、
領
域
的
原
則
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
原
則
、
領
域
的
構
成
要

素
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
構
成
要
素
の
双
方
の
刻
印
を
帯
び
、
社
会
的

文
化
的
組
織
の
よ
り
新
し
い
『
市
民
』
モ
デ
ル
と
よ
り
古
い
『
血

統
』
モ
デ
ル
と
の
、
不
安
定
な
集
合
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
本
稿
で
も
ス
ミ
ス
の
議
論
に
依
拠
し
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
は

エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要
素
と
、
政
治
的
理
念
の
共
有
に
基
づ
い
た
権
利

と
義
務
の
平
等
性
、
す
な
わ
ち
「
市
民
的
」
要
素
が
並
存
し
て
い

る
と
考
え
る
。
こ
の
定
義
か
ら
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
は
当
然
「
国

家
」
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
。
日
本
語
で
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
訳

語
と
さ
れ
る
「
民
族
」、「
国
民
」
は
こ
の
二
つ
の
要
素
の
一
方
を

強
調
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
は
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
一

つ
の
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
は
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
と
い

う
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
こ
の
定
義
を
満
た
さ
な
い
エ
ス
ニ
ッ
ク

な
要
素
を
基
礎
と
す
る
共
同
体
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
用
語
に
基

づ
い
て
「
〜
族
」、「
民
族
」、
ま
た
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
」
と
記
述

す
る
。
ア
ン
ト
ニ
ー
・
Ｄ
・
ス
ミ
ス
著
、
巣
山
靖
司
・
高
城
和
義

ほ
か
訳
『
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

歴
史
社
会
学
的
考
察
』、

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
一
七
六
頁
。

（
３
）
こ
れ
ま
で
盛
世
才
政
権
時
期
を
扱
っ
た
代
表
的
研
究
と
し
て
、

A
llen

S.
W
hiting

and
G
eneral

Sheng
Shih-ts’ai,

Sinkiang
:

Paw
n

or
Pivot?,

M
ichigan

State
U
niversity

Press,
M
ichi-

gan,
1958.

A
ndrew

D
.
W
.
Forbes,

W
arlords

and
M
uslim

s
in

C
hinese

C
entral

A
sia

:A
political

history
of

R
epublican

Sinkiang
1911

�1949
,
C
am

bridge
U
niversity

Press,
C
am

-
bridge,1986.

王
柯
『
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
研
究

中
国
の

イ
ス
ラ
ム
と
民
族
問
題
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
。
蔡

錦
松
『
盛
世
才
在
新
疆
』、
河
南
人
民
出
版
社
、
鄭
州
、
一
九
九
八

年
が
あ
る
。
特
に
盛
世
才
政
権
下
の
「
民
族
政
策
」
に
つ
い
て
、

フ
ォ
ー
ブ
ズ
は
盛
世
才
政
権
を
ほ
ぼ
ソ
連
の
影
響
下
に
あ
る
も
の

と
し
、
共
産
主
義
対
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
構
図
で
こ
の
時
期
を
と

ら
え
、
民
族
政
策
は
ソ
連
の
影
響
力
の
も
と
に
反
イ
ス
ラ
ー
ム
で

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
カ
シ
ュ
ガ
ル
人
は
反
感
を
抱
い
た
と
す
る
。

民
族
政
策
な
ど
に
み
ら
れ
る
盛
世
才
の
「
進
歩
的
」
政
策
は
有
名

無
実
で
、
ム
ス
リ
ム
住
民
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
の
は
誇

張
だ
と
す
る
。
王
柯
は
、
反
日
・
親
ソ
の
政
治
路
線
は
何
よ
り
ま

ず
新
疆
民
族
問
題
の
解
決
、
す
な
わ
ち
「
ソ
連
の
力
を
借
り
て
民

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

五
一
（
四
三
三
）



族
運
動
を
鎮
圧
す
る
」
た
め
に
提
起
さ
れ
た
と
し
、
民
族
政
策
は

「『
民
族
平
等
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
の
安
撫
策
」
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
王
柯
は
盛
世
才
対
ソ
連
・
民
族
勢
力
と
い
う
構
図
で

こ
の
時
期
を
描
き
、「
ソ
連
勢
力
の
存
在
に
よ
る
新
疆
省
の
二
重
権

力
構
造
に
対
す
る
盛
世
才
の
反
発
」
と
「
ソ
連
勢
力
と
民
族
指
導

者
と
の
連
帯
に
対
す
る
盛
世
才
の
反
感
」
が
、
彼
の
民
族
政
策
を

一
九
三
七
年
一
〇
月
に
「
安
撫
策
か
ら
鎮
圧
策
に
転
換
さ
せ
た
」

と
論
じ
る
。
ま
た
、
同
時
期
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
域
を
と
り
あ
げ
、

当
地
で
テ
ュ
ル
ク
系
住
民
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
た
ウ
イ
グ
ル

語
新
聞
『
新
生
活
』
を
用
い
て
当
地
の
教
育
運
動
と
民
族
意
識
の

姿
を
検
討
す
る
清
水
由
里
子
の
一
連
の
研
究
が
あ
り
、
当
該
地
域

の
実
力
者
で
あ
っ
た
マ
フ
ム
ー
ド
を
中
心
と
し
た
「
近
代
的
知
識

人
」
の
視
点
か
ら
こ
の
時
期
を
再
構
成
し
て
い
る
。
清
水
由
里
子

「
一
九
三
〇
年
代
の
新
疆
に
お
け
る
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
の
教
育
運

動
に
つ
い
て
�
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
中
心
に
」、『
聖
心
女
子
大
学
大
学

院
論
集
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
。
清
水
由
里
子
「Y

engi

・

H
ayāt

に
み
る
『
ウ
イ
グ
ル
』
に
つ
い
て
」、『
中
央
ア
ジ
ア
に
お

け
る
共
属
意
識
と
イ
ス
ラ
ム
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』（
平
成
一
一

年
度
〜
平
成
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ａ

（
二
）
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
�
新
免
康
）、
二
〇
〇
二

年
。
清
水
由
里
子
「
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
教
育

運
動
に
つ
い
て
（
一
九
三
四
―
一
九
三
七
）」、『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研

究
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
。

（
４
）
蔡
錦
松
、
前
掲
書
、
九
九
〜
一
〇
五
頁
、
一
二
一
〜
一
三
一
頁
。

（
５
）
新
免
康
「
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ
ヤ
ー
ズ
に
つ
い
て
」、『
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
通
信
』
第
七
一
号
、
一
九
九
一
年
三
月
。

V
alery

B
arm

in,
“X

injiang
in

the
H
istory

of
Soviet-C

hinese
R
elations

from
1931

to
1934”,

F
ar

E
astern

A
ffairs,

N
o
6,

N
ov./D

ec.,1999,p.51.

海
威
爾
・
鉄
木
爾
「
対
和
加
尼
牙
孜
阿

吉
的
片
断
回
憶
」、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
新
疆
維
吾
爾
自
治
区

委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
『
新
疆
文
史
資
料
選
輯
』
第
一

二
輯
、
新
疆
人
民
出
版
社
、
烏
魯
木
斉
、
一
九
八
三
年
、
八
、
九

頁
。
海
威
爾
・
鉄
木
爾
は
協
定
締
結
を
六
月
末
と
し
て
い
る
。

（
６
）
ヨ
ル
バ
ー
ス
は
一
九
三
一
年
コ
ム
ル
反
乱
に
参
加
し
た
回
王
府

の
大
都
統
で
、
自
身
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
反
乱
者
の
意
を
受
け
て
、

南
京
国
民
政
府
へ
金
樹
仁
の
暴
政
を
訴
え
に
行
く
途
中
で
、
馬
仲

英
と
遭
遇
し
、
彼
を
新
疆
に
引
き
入
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。

堯
楽
博
士
『
堯
楽
博
士
回
憶
録
』、
傳
記
文
学
出
版
社
、
台
北
、
一

九
六
九
年
、
八
七
〜
九
二
頁
。

（
７
）
劉
応
麟
「
堯
楽
博
斯
奪
取
哈
鎮
警
備
司
令
的
経
過
」、
中
国
人

民
政
治
協
商
会
議
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委

員
会
編
『
新
疆
文
史
資
料
選
輯
』
第
六
輯
、
新
疆
人
民
出
版
社
、

烏
魯
木
斉
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
四
〜
一
七
〇
頁
。

（
８
）
省
副
主
席
へ
の
就
任
の
申
し
出
は
、
一
九
三
三
年
七
月
協
定
の

南
疆
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
の
民
族
自
治
政
府
創
設
を
認
め
る
と
い

う
内
容
と
は
か
け
は
な
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ジ
ャ
・
ニ
ヤ
ー
ズ
は
当

初
拒
否
し
た
。
し
か
し
ソ
連
側
の
働
き
か
け
と
安
全
の
保
証
に
よ

り
、
ソ
連
か
ら
す
で
に
資
金
や
軍
備
の
援
助
を
受
け
て
関
係
の
深

か
っ
た
彼
は
副
主
席
へ
の
就
任
を
受
諾
し
た
。
マ
フ
ム
ー
ド
は
彼

の
副
主
席
就
任
に
反
対
で
あ
っ
た
。
マ
フ
ム
ー
ド
は
歩
兵
第
六
師

（
改
編
後
第
七
師
）
師
長
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
区
警
備
副
司
令
に
任
命
さ

れ
た
。
海
威
爾
・
鉄
木
爾
「
対
和
加
尼
牙
孜
阿
吉
的
片
断
回
憶
」、

史

学

第
七
八
巻

第
四
号

五
二
（
四
三
四
）



前
掲
書
、
一
〇
、
一
一
頁
。
巴
衣
艾
則
孜
「
追
随
馬
木
提
師
長
十

二
年
」、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
委
員
会
文

史
資
料
研
究
委
員
会
編
『
新
疆
文
史
資
料
選
輯
』
第
六
輯
、
烏
魯

木
斉
、
新
疆
人
民
出
版
社
、
一
四
〇
、
一
四
一
頁
。
賽
福
鼎
・
艾

則
孜
『
賽
福
鼎
回
憶
録
』、
華
夏
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
三
年
、

一
六
四
〜
一
六
六
頁
。

（
９
）

V
alery

B
arm

in
,
“X

injiang
in

the
H
istory

of
Soviet-

C
hinese

R
elations

from
1931

to
1934”,

op.cit.,
pp.

45

�50

。

寺
山
恭
輔
「1930
年
代
初
頭
の
ソ
連
の
対
新
疆
政
策
」、『
東
北
ア

ジ
ア
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
〇
二
年
。
一
九
三
三
年
八
月
三
日
ソ

連
共
産
党
政
治
局
に
よ
る
「
新
疆
に
関
す
る
工
作
に
つ
い
て
の
指

示
」の
全
文
はR

isa
M
IR
V
IT
SK

A
Y
A
and

A
ndreiLE

D
O
V
SK

Y
“T

he
Soviet

U
nion

and
the

C
hinese

Province
of

X
injiang

in
the

M
id

�1930s”,F
ar

E
astern

A
ffairs,

V
ol.35,

N
um

ber
4,

2007,pp.93

�94

に
あ
る
。

（
１０
）
黄
建
華
『
国
民
党
政
府
的
新
疆
政
策
研
究
』、
民
族
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
〇
三
年
、
四
〇
〜
六
六
頁
。
ボ
リ
ス
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ン

ス
キ
ー
、
ド
ミ
ー
ト
リ
ー
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
、『
中
国
革
命
と

ソ
連
』（
加
藤
幸
廣
訳
、
原
著
は
二
〇
〇
一
年
発
行
）、
共
同
通
信

社
、
二
〇
〇
二
年
、
二
五
七
〜
三
二
八
頁
。
李
嘉
谷
『
中
蘇
国
家

関
係
史
資
料
彙
編
』、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
七

年
、
三
九
〜
四
〇
頁
。

（
１１
）
ユ
ー
ヌ
ス
・
ベ
ク
は
一
九
三
四
年
一
一
月
に
樹
立
が
宣
言
さ
れ

た
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
」
の
内
政
部
長
で
あ
っ
た
。
新
疆

俄
文
法
政
専
門
学
校
で
学
び
、
漢
語
も
習
得
し
て
い
た
。「
共
和

国
」
内
で
は
完
全
な
独
立
に
は
消
極
的
な
立
場
で
あ
っ
た
。

（
１２
）
王
柯
、
前
掲
書
、
六
二
、
六
三
頁
。
包
爾
漢
『
新
疆
五
十
年
』、

文
史
資
料
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
四
年
、
二
三
〇
頁
。
張
大
軍

『
新
疆
風
暴
七
十
年
』
第
六
冊
、
蘭
渓
出
版
社
、
台
北
、
一
九
八
〇

年
、
三
四
三
七
頁
。
黄
慕
松
に
よ
れ
ば
南
疆
の
県
長
は
三
三
県
中

漢
族
は
二
人
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。
黄
慕
松
『
新
疆
概
述
』、
一
九

四
七
年
初
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
、
一
九
六
四
年
。

（
１３
）
タ
イ
ク
マ
ン
著
、
神
近
市
子
訳
『
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ
の
旅
』、

岩
波
新
書
、
一
九
四
〇
年
、
例
え
ば
一
四
〇
頁
。

（
１４
）
同
上
書
、
一
二
〇
頁
。
こ
の
観
察
は
ヘ
デ
ィ
ン
の
観
察
と
も
一

致
し
て
い
る
。
ス
ヴ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
著
、
西
義
之
訳
『
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
』、
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
、
一
八
〇
〜
二
六
九
頁
。
一

方
で
ヘ
デ
ィ
ン
の
経
験
か
ら
、
ア
プ
レ
ソ
フ
が
新
疆
の
内
政
を
取

り
仕
切
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
盛
世
才
に
対
し
必
要
な
と
き

に
影
響
力
を
行
使
し
う
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
て
と

れ
る
。

（
１５
）
包
爾
漢
、
前
掲
書
、
二
四
四
頁
。
な
お
「
ク
ル
グ
ズ
」
は
日
本

で
は
一
般
的
に
「
キ
ル
ギ
ス
」
と
表
記
さ
れ
る
。「
タ
ラ
ン
チ
」
は

清
朝
時
期
に
イ
リ
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
テ
ュ
ル
ク
系
定
住
民
で
、

中
華
人
民
共
和
国
で
は
「
ウ
イ
グ
ル
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
１６
）
新
免
康
「『
辺
境
』
の
民
と
中
国
―
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
考

え
る
」、
溝
口
雄
三
ほ
か
編
『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
三

周
縁
か
ら

の
歴
史
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
、
一
二
四
、
一
二
五

頁
。

・

（
１７
）
清
水
由
里
子
、
前
掲
「Y

engiH
ayāt

に
み
る
『
ウ
イ
グ
ル
』

に
つ
い
て
」、
二
四
九
〜
二
五
二
頁
。

（
１８
）
濱
田
正
美
「
中
央
ア
ジ
ア
と
中
華
民
国
お
よ
び
中
華
人
民
共
和

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

五
三
（
四
三
五
）



国
」、
間
野
英
二
主
編
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
八

中
央
ア
ジ
ア

史
』、
同
朋
社
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
一
頁
。

（
１９
）
包
爾
漢
、
前
掲
書
、
二
四
四
頁
。

（
２０
）
何
語
竹
・
康
炳
麟
「
関
於
新
疆
�
民
衆
反
帝
聯
合
会
�
及
其

它
」、
共
青
団
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
委
員
会
・
八
路
軍
駐
新
疆
弁
事

処
紀
念
館
編
『
新
疆
民
衆
反
帝
聯
合
会
資
料
彙
編
』、
新
疆
青
少
年

出
版
社
、
烏
魯
木
斉
、
一
九
八
六
年
、
四
五
三
頁
。

（
２１
）
本
名
は
兪
秀
松
、
新
疆
で
は
王
寿
成
の
名
を
用
い
て
い
た
。
彼

は
一
九
二
〇
年
に
上
海
の
中
国
共
産
党
組
織
設
立
に
関
わ
っ
た
古

参
党
員
で
あ
っ
た
。
中
共
党
史
人
物
研
究
会
編
『
中
共
党
史
人
物

傳
』
第
二
五
巻
、
陝
西
人
民
出
版
社
、
西
安
、
一
九
八
五
年
、
一

〜
二
三
頁
。

（
２２
）
柴
済
森
「
兪
秀
松
同
志
在
迪
化
的
革
命
活
動
」、
余
駿
昇
主
編

『
新
疆
文
史
資
料
精
選
』
第
四
輯
、
新
疆
人
民
出
版
社
、
烏
魯
木
斉
、

一
九
九
八
年
、
一
七
二
頁
。
王
寿
成
の
妻
の
回
想
で
は
「
民
平
」

を
「
六
大
政
策
」
に
加
え
た
の
は
王
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
王
寿
成

の
妻
は
盛
世
才
の
妹
で
あ
る
。
安
志
�
「
憶
秀
松
」、『
人
物
』、
北

京
、
一
九
八
八
年
第
三
期
、
一
〇
〇
頁
。

（
２３
）
陳
培
生
「
新
政
府
七
年
来
之
政
治
設
施
」、
共
青
団
新
疆
維
吾

爾
自
治
区
委
員
会
・
八
路
軍
駐
新
疆
弁
事
処
紀
念
館
編
、
前
掲
書
、

二
八
六
、
二
八
七
頁
。

（
２４
）
王
寿
成
、「
関
於
省
政
府
民
族
政
策
的
報
告
」、
共
青
団
新
疆
維

吾
爾
自
治
区
委
員
会
・
八
路
軍
駐
新
疆
弁
事
処
紀
念
館
編
、
前
掲

書
、
九
九
〜
一
一
六
頁
。

（
２５
）
王
得
瑜
「
反
帝
会
及
反
帝
訓
練
班
」、
同
上
書
、
四
三
一
頁
。

柴
済
森
「
兪
秀
松
同
志
在
迪
化
的
革
命
活
動
」、
余
駿
昇
主
編
、
前

掲
書
、
一
七
四
頁
。

（
２６
）
「
新
疆
民
衆
反
帝
聯
合
会
」
は
大
衆
の
組
織
化
、
動
員
を
目
的

と
し
て
一
九
三
四
年
八
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。
三
五
年
七
月
に

こ
の
組
織
は
改
組
さ
れ
、
王
寿
成
が
秘
書
長
と
し
て
実
質
的
な
業

務
を
取
り
仕
切
る
よ
う
に
な
っ
た
。
改
訂
さ
れ
た
規
約
の
全
文
は
、

「
新
疆
民
衆
反
帝
聯
合
会
章
呈
」、
共
青
団
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
委

員
会
・
八
路
軍
駐
新
疆
弁
事
処
紀
念
館
編
、
前
掲
書
、
五
一
〜
五

九
頁
。

（
２７
）
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
何
語
竹
の
回
想
に
よ
れ
ば
一
九
三
五
年

夏
に
王
寿
成
と
何
語
竹
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

何
語
竹
、
康
炳
麟
「
関
於
新
疆
�
民
衆
反
帝
連
合
会
�
及
其
它
」、

同
上
書
、
四
五
二
頁
。

（
２８
）
塩
川
伸
明
『
民
族
と
言
語
―
多
民
族
国
家
ソ
連
の
興
亡
�
』、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
四
五
頁
。
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
三

〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
政
治
的
統
制
の
強
化
に
伴
い
、「
現
地
化
」

政
策
推
進
者
も
批
判
や
弾
圧
を
受
け
、
徐
々
に
「
現
地
化
」
と
い

う
言
葉
は
姿
を
消
す
よ
う
に
な
っ
た
。
政
策
の
転
換
を
い
つ
と
考

え
る
か
は
議
論
が
あ
る
が
、
一
九
三
八
年
民
族
学
校
に
お
け
る
ロ

シ
ア
語
教
育
の
義
務
化
は
ひ
と
つ
の
指
標
と
は
な
ろ
う
。
実
際
に

は
政
治
的
批
判
、
弾
圧
、
一
九
三
七
、
三
八
年
の
大
テ
ロ
ル
が
政

策
を
有
名
無
実
化
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
同
上
書
、
五
八
、
五

九
、
六
五
頁
。
中
井
和
夫
『
多
民
族
国
家
ソ
連
の
終
焉
』、
岩
波
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
№
二
六
五
、
一
九
九
二
年
、
一
九
〜
二
五
頁
は
、
一

九
二
三
〜
三
三
年
を
公
式
な
「
現
地
化
」
政
策
実
施
の
時
期
と
し

て
い
る
。

（
２９
）
ス
タ
ー
リ
ン
著
、
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
刊
行
会
訳
『
ス
タ
ー
リ
ン

史

学

第
七
八
巻

第
四
号

五
四
（
四
三
六
）



全
集
』
第
七
巻
、
大
月
書
店
、
一
四
七
〜
一
五
一
頁
。

（
３０
）
ス
タ
ー
リ
ン
著
、
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
刊
行
会
訳
『
ス
タ
ー
リ
ン

全
集
』
第
一
二
巻
、
大
月
書
店
、
三
八
三
〜
三
九
三
頁
、
第
一
三

巻
、
一
九
〜
二
三
頁
。

（
３１
）
『
新
疆
日
報
』
一
九
三
五
年
一
二
月
三
日
、
第
四
版
。

（
３２
）
こ
の
日
時
を
挙
げ
て
い
る
の
は
左
紅
衛
・
郭
紅
霞
で
あ
る
。
設

立
日
時
に
つ
い
て
明
確
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
三

四
年
一
〇
月
四
日
付
教
育
廳
長
か
ら
省
政
府
へ
維
文
会
（
維
吾
爾

族
文
化
促
進
会
の
略
称
）
の
名
称
を
含
む
呈
文
が
註
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
左
紅
衛
・
郭
紅
霞
「
新
疆
維
文
会
興
弁
民
族
教
育
及
其

作
用
」、『
新
疆
大
学
学
報
（
哲
学
・
人
文
社
会
科
学
版
）』、
第
三

三
巻
第
三
期
、
烏
魯
木
斉
、
二
〇
〇
五
年
五
月
、
八
九
、
九
二
頁
。

（
３３
）
王
寿
成
「
関
於
新
政
府
民
族
政
策
的
報
告
」、
共
青
団
新
疆
維

吾
爾
自
治
区
委
員
会
・
八
路
軍
駐
新
疆
弁
事
処
紀
念
館
編
、
前
掲

書
、
一
〇
八
、
一
〇
九
頁
。

（
３４
）
同
上
書
、
一
〇
八
頁
。
た
だ
し
、
信
頼
に
足
る
会
立
学
校
数
、

児
童
数
の
統
計
は
見
出
せ
な
い
。『
新
新
疆
』（
創
刊
号
）
に
掲
載

さ
れ
た
「
歴
年
全
疆
公
会
立
学
校
学
生
数
及
学
校
数
比
較
表
」
に

よ
れ
ば
、
会
立
学
校
数
は
一
九
三
四
年
一
〇
〇
〇
校
と
あ
り
、
そ

の
後
わ
ず
か
し
か
増
え
ず
、
三
七
年
に
一
三
〇
〇
校
へ
と
増
え
、

三
八
年
一
四
〇
〇
校
、
三
九
年
一
八
〇
〇
校
と
続
く
。
三
四
年
の

学
校
数
が
そ
の
後
の
増
え
方
と
比
べ
て
も
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
る
こ

と
や
、
増
え
方
の
不
自
然
さ
、
端
数
の
無
い
数
字
が
並
ぶ
な
ど
不

自
然
な
点
が
多
い
。
一
九
四
二
年
で
一
八
八
三
校
、
児
童
数
一
八

万
三
五
人
と
い
う
数
値
が
直
近
の
も
の
な
の
で
、
一
番
信
頼
性
が

高
い
か
も
し
れ
な
い
。
程
東
白
「
十
年
来
新
疆
的
文
化
教
育
事
業
」、

中
国
国
民
党
新
疆
省
党
部
新
新
疆
月
刊
社
編
『
新
新
疆
』
第
一
巻
、

第
一
期
、
烏
魯
木
斉
、
一
九
四
三
年
四
月
、
七
三
頁
。
ま
た
一
九

四
〇
年
二
月
に
国
民
政
府
に
任
命
さ
れ
て
蒙
蔵
委
員
会
委
員
と
し

て
三
年
間
に
渡
っ
て
新
疆
研
究
を
行
っ
た
李
寰
は
『
新
疆
研
究
』

に
一
九
三
八
年
七
月
時
点
の
各
族
文
化
会
所
属
学
校
数
と
児
童
数

を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
ウ
イ
グ
ル
族
文
化
促
進
会

は
一
五
四
〇
校
、
八
万
九
八
〇
四
人
、
各
族
文
化
促
進
会
全
体
で

は
一
八
四
〇
校
、
一
〇
万
五
〇
八
七
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
国

民
政
府
一
九
四
三
年
年
鑑
の
統
計
と
し
て
、
程
東
白
と
同
じ
四
二

年
の
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
。
李
寰
『
新
疆
研
究
』、
四
川
文
献
研

究
社
、
台
北
、
一
九
七
七
年
再
版
、
二
三
一
、
二
三
四
頁
。
ま
た

一
九
四
三
年
二
月
の
調
査
で
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
公
立
学
校
児
童
数

が
三
万
三
二
一
九
人
、
会
立
学
校
児
童
数
が
一
六
万
二
七
九
七
人

と
圧
倒
的
に
会
立
学
校
の
児
童
数
が
上
回
っ
て
い
る
。
他
は
カ
ザ

フ
族
が
ほ
ぼ
同
数
で
、
他
に
会
立
学
校
児
童
数
が
公
立
学
校
児
童

数
を
上
回
っ
て
い
る
民
族
は
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
ウ
イ
グ
ル
族

文
化
促
進
会
の
活
動
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
上
書
、

二
三
九
頁
。

（
３５
）
新
免
康
「
新
疆
ム
ス
リ
ム
反
乱
（
一
九
三
一
〜
三
四
年
）
と
秘

密
組
織
」、『
史
学
雑
誌
』、
一
九
九
〇
年
一
二
月
。
大
石
真
一
郎

「
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
お
け
る
ジ
ャ
デ
ィ
ー
ド
運
動
―
ム
ー
サ
・
バ
ヨ
フ

家
と
新
方
式
教
育
―
」、『
東
洋
学
報
』
第
七
八
巻
第
一
号
、
一
九

九
六
年
六
月
。

（
３６
）India

O
ffice

Library
and

R
ecords

（IO
R

）:Political&
Se-

cret
Files,

C
ollection

12,
C
hinese

T
urkestan

,
B
ritish

Li-
brary,London,2364,1934,7.26.

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

五
五
（
四
三
七
）



（
３７
）
劉
徳
賀
「
新
疆
各
族
文
化
促
進
会
記
叙
」、
中
国
人
民
政
治
協

商
会
議
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編

『
新
疆
文
史
資
料
選
輯
』
第
二
二
輯
、
新
疆
人
民
出
版
社
、
烏
魯
木

斉
、
一
九
八
七
年
、
五
〇
〜
五
二
頁
。

（
３８
）
同
上
書
、
五
四
頁
。
ア
ル
ト
ゥ
シ
ュ
で
の
回
想
で
は
、
本
来
モ

ス
ク
で
管
理
さ
れ
る
は
ず
の
宗
教
税
な
ど
を
学
校
管
理
委
員
会
が

掌
握
し
て
い
た
と
い
う
。
伊
卜
拉
欣
・
尼
雅
孜
「
阿
図
什
県
伊
克

莎
克
郷
開
弁
近
代
新
学
教
育
的
情
況
」、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議

新
疆
維
吾
爾
自
治
区
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
『
新
疆
文

史
資
料
選
輯
』
第
一
三
輯
、
新
疆
人
民
出
版
社
、
烏
魯
木
斉
、
一

九
八
六
年
、
八
四
頁
。
清
水
由
里
子
、
前
掲
「
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
お

け
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
教
育
運
動
（
一
九
三
四
―
三
七
年
）」、
六
七
、

六
八
頁
。

（
３９
）

IO
R
,
L
/
P
&
S
/
12/

2364,1935.3.21,
IO

R
,
L
/
P
&
S
/
12/

2332,1935.4.4.IO
R
,L/P&

S/12/2364,1935.5.16

に
は
マ
フ
ム

ー
ド
か
ら
学
校
の
た
め
の
寄
付
を
要
求
さ
れ
た
人
物
が
、
行
政
長

に
不
満
を
伝
え
る
と
、
マ
フ
ム
ー
ド
に
逮
捕
さ
れ
、
さ
ら
に
多
額

の
寄
付
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
４０
）
劉
徳
賀
「
新
疆
各
族
文
化
促
進
会
記
叙
」、
中
国
人
民
政
治
協

商
会
議
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
、

前
掲
書
第
二
二
輯
、
五
四
頁
。

（
４１
）
清
水
由
里
子
、
前
掲
「
一
九
三
〇
年
代
の
新
疆
に
お
け
る
ト
ル

コ
系
ム
ス
リ
ム
の
教
育
運
動
に
つ
い
て
�
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
中
心
に
」、

同
、
前
掲
「
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
教
育
運
動
に

つ
い
て
（
一
九
三
四
―
一
九
三
七
）」。

（
４２
）
清
水
由
里
子
、
前
掲
「
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
の

教
育
運
動
に
つ
い
て
（
一
九
三
四
―
一
九
三
七
）」、
七
四
〜
七
六

頁
。

（
４３
）
『
新
疆
日
報
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
二
九
日
第
二
版
。
マ
ン
ス

ー
ル
は
王
寿
成
ら
と
と
も
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
人

員
の
一
員
で
、
ウ
イ
グ
ル
族
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
三
六
年
四
月

に
ウ
ル
ム
チ
か
ら
調
査
団
の
一
員
と
し
て
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
派
遣
さ

れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
六
月
ま
で
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
た
。IO

R
,

L/P&
S/12/2364,1936.4.19,1936.6.11

。こ
の
報
告
は
こ
の
調
査

の
報
告
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
４４
）
左
紅
衛
・
郭
紅
霞
「
新
疆
維
文
会
興
弁
民
族
教
育
及
其
作
用
」、

九
二
頁
。

（
４５
）
巴
衣
艾
則
孜
「
追
随
馬
木
提
師
長
十
二
年
」、
前
掲
書
、
一
三

〇
〜
一
三
八
頁
。

（
４６
）
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
軍
事
力
の
勢
力
配
置
は
、
一
九
三
四
年
冬
の
時

点
で
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
区
警
備
総
司
令
の
劉
斌
の
直
属
部
隊
（
東
北

軍
）
が
約
三
〇
〇
人
、
騎
兵
第
四
団
（
団
長
尹
清
玻
、
東
北
軍
）

が
約
六
〇
〇
人
、
現
地
の
漢
族
を
中
心
と
し
た
騎
兵
第
五
団
が
約

四
〇
〇
人
、
現
地
の
ウ
イ
グ
ル
族
を
中
心
と
し
た
騎
兵
第
九
団
が

約
六
七
〇
人
、
マ
フ
ム
ー
ド
指
揮
下
の
歩
兵
第
六
師
（
後
第
七
師

に
改
編
）
が
約
一
五
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
周
東
郊
「
新
疆
十
年
」、

安
�
『
新
疆
内
幕
』、
創
墾
出
版
社
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
一
九
五
二

年
、
六
五
、
六
六
頁
。

（
４７
）

IO
R
,L/P&

S/12/2332,1934.8.1,2364,1934.7.26.

ソ
連
領

に
は
ウ
イ
グ
ル
族
移
住
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
て
お
り
、

大
石
真
一
郎
は
一
九
二
〇
年
代
に
発
行
さ
れ
た
「
ウ
イ
グ
ル
語
」

新
聞
『
貧
者
の
声
』
を
取
り
上
げ
ウ
イ
グ
ル
共
産
主
義
者
の
活
動

史

学

第
七
八
巻

第
四
号

五
六
（
四
三
八
）



を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
大
石
真
一
郎
「「
ウ
イ
グ
ル
」
語
新
聞

『
貧
者
の
声
』
に
つ
い
て
」、
前
掲
『
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
属

意
識
と
イ
ス
ラ
ム
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』、
一
三
五
〜
一
五
二
頁
。

サ
イ
プ
デ
ィ
ン
は
ソ
連
領
内
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
共
産
主
義
の
影
響

を
受
け
て
出
版
・
宣
伝
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
と
と
も
に
、

一
部
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
「
新
疆
を
救
う
」
組
織
を
樹
立
し
て
一
時

期
積
極
的
に
活
動
し
た
と
も
伝
え
て
い
る
。
賽
福
鼎
・
艾
則
孜
著
、

郭
麗
娟
・
王
慶
江
・
艾
克
拝
爾
・
吾
拉
木
訳
『
賽
福
鼎
回
憶
録
』、

華
夏
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
三
年
、
七
九
頁
。

（
４８
）

IO
R
,L/P&

S/12/2364,1935.9.19,1935.10.3.

（
４９
）

IO
R
,L/P&

S/12/2364,1934.7.26,1934.8.2.

（
５０
）
巴
衣
艾
則
孜
「
追
随
馬
木
提
師
長
十
二
年
」、
前
掲
書
、
一
四

四
、
一
四
五
頁
。

（
５１
）
賽
福
鼎
・
艾
則
孜
、
前
掲
書
、
二
〇
五
〜
二
〇
八
頁
。

（
５２
）
同
上
書
、
二
〇
九
〜
二
一
八
頁
。

（
５３
）

IO
R
,L/P&

S/12/2364,1935.2.14,1935.8.29.

（
５４
）

IO
R
,L/P&

S/12/2364,1935.4.11,4.17.

（
５５
）

IO
R
,L/P&

S/12/2332,1936.8.6,2364,1936.7.30.

（
５６
）

IO
R
,L/P&

S/12/2387,1936.7.2,2364,1936.7.2.

（
５７
）
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
は
一
九
三
四
年
七
月
に
初
め
て
「
民
衆
聯
合

会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
三
五
年
四
月
第
二
回
全
省
民

衆
代
表
大
会
に
お
い
て
、
民
族
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
を
任
務
と

す
る
「
新
疆
民
衆
聯
合
会
」
が
設
立
さ
れ
、
全
省
を
ま
た
ぐ
組
織

と
な
っ
た
が
、
各
地
方
の
独
立
性
が
強
か
っ
た
。

（
５８
）
イ
ス
ラ
ー
ム
の
裁
判
官
。
モ
ス
ク
や
ワ
ク
フ
の
管
理
の
職
務
も

担
当
し
た
。
大
塚
和
夫
他
編
『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
二
年
、
二
七
三
頁
。

（
５９
）

IO
R
,
L/P

&
S/12/2332,1936.6.1,IO

R
,
L
/P

&
S/12/2392,

W
ho’s

W
ho

in
Sinkiang,

C
orrected

up
to

26th
July

1938,
p.3.

清
水
由
里
子
、
前
掲
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
ト
ル
コ
系

ム
ス
リ
ム
の
教
育
運
動
に
つ
い
て
�
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
中
心
に
」、
九

八
頁
。
同
、
前
掲
「
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
教
育

運
動
（
一
九
三
四
―
三
七
年
）」、
七
〇
頁
。
な
お
清
水
が
「
ア
ブ

ド
ゥ
ル
カ
リ
ー
ム
�
ハ
ー
ン
�
マ
フ
ド
ゥ
ム
」
と
し
て
あ
げ
る
人

物
と
、IO

R

のA
bdulK

arim
K
han

M
aqsum

と
は
同
一
人
物

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
新
免
康
、
前
掲
「『
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和

国
』（
一
九
三
三
〜
三
四
年
）
に
関
す
る
一
考
察
」、
一
六
頁
。IO

R

に
お
い
て
も
一
九
三
四
、
五
年
に
教
育
に
責
任
を
負
っ
た
人
物
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
６０
）

IO
R
,L/P&

S/12/2364,1934.9.27.

（
６１
）
包
爾
漢
、
前
掲
書
、
二
四
三
、
二
四
四
頁
。

（
６２
）

IO
R
,L/P&

S/12/2332,1935.6.6.

（
６３
）

IO
R
,L/P&

S/12/2387,1936.5.14,2364,1936.5.14.

（
６４
）

IO
R
,L/P&

S/12/2332,1936.6.1,2364,1936.5.28.

（
６５
）

IO
R
,L/P&

S/12/2364,1936.1.30.

（
６６
）
『
新
疆
日
報
』
一
九
三
六
年
八
月
四
日
第
二
版
、
八
月
六
日
第

二
版
。

（
６７
）
王
寿
成
「
関
於
新
政
府
民
族
政
策
的
報
告
」、
共
青
団
新
疆
維

吾
爾
自
治
区
委
員
会
・
八
路
軍
駐
新
疆
弁
事
処
紀
念
館
編
、
前
掲

書
、
一
〇
五
頁
。

（
６８
）
『
新
疆
日
報
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
八
日
第
二
版
、
一
〇
月
九

日
第
二
版
、
一
〇
月
二
九
日
第
二
版
。

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

五
七
（
四
三
九
）



・

（
６９
）
清
水
由
里
子
、
前
掲
「Y

engiH
ayāt

に
み
る
『
ウ
イ
グ
ル
』

に
つ
い
て
」、
二
六
一
〜
二
六
三
頁
。

（
７０
）
設
計
委
員
会
編
『
新
疆
第
一
期
三
年
計
画
』、
新
疆
日
報
社
、

一
九
四
二
年
再
版
（
初
版
は
一
九
三
七
年
）、
一
七
〜
二
八
頁
。

（
７１
）

IO
R
,L/P&

S/12/2332,1935.9.1.

（
７２
）
張
大
軍
、
前
掲
書
、
第
六
冊
、
三
六
五
八
頁
。

（
７３
）
清
水
由
里
子
、
前
掲
「
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
の

教
育
運
動
（
一
九
三
四
―
三
七
年
）」、
六
二
頁
。

（
７４
）
周
東
郊
「
新
疆
十
年
」、
安
�
、
前
掲
書
、
五
二
頁
。IO

R
,L/

P&
S/12/2332,1936.3.5,2364,1936.2.13.

（
７５
）

Ibid.,1936.2.13.

（
７６
）

Ibid.,1936.2.13.

（
７７
）

IO
R
,L/P&

S/12/2364,1936.3.26.

（
７８
）

IO
R
,L/P&

S/12/2332,1936.6.1.

（
７９
）
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
カ
ー
デ
ィ
ル
・
ハ
ジ
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
区
の
出
身

者
で
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の
ウ
イ
グ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
革
命

運
動
を
展
開
し
、
テ
ュ
ル
ク
語
の
新
聞
を
発
行
し
て
い
た
。
王
寿

成
ら
と
と
も
に
新
疆
に
送
ら
れ
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
警
察
組
織
で
活

動
し
て
い
た
。IO

R
,
L
/P

&
S
/12/2392,

W
ho’s

W
ho

in
Sinkiang,C

orrected
up

to
26th

July
1938,p.12.

（
８０
）

IO
R
,L/P&

S/12/2332,1936.6.1,2364,1936.5.28.

一
九
三

七
年
四
月
に
マ
フ
ム
ー
ド
と
と
も
に
イ
ン
ド
に
逃
亡
し
た
巴
衣
艾

則
孜
は
回
顧
録
に
お
い
て
、
盛
世
才
政
権
に
好
意
的
な
宣
伝
を
お

こ
な
っ
た
た
め
に
マ
フ
ム
ー
ド
が
暗
殺
さ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。

巴
衣
艾
則
孜
「
追
随
馬
木
提
師
長
十
二
年
」、
前
掲
書
、
一
四
一
頁
。

（
８１
）IO

R
,L/P&

S/12/2332,1936.7.2.

（
８２
）

IO
R
,L/P&

S/12/2364,1936.7.2.

（
８３
）
巴
衣
艾
則
孜
「
追
随
馬
木
提
師
長
十
二
年
」、
前
掲
書
、
一
四

二
頁
。
賽
福
鼎
・
艾
則
孜
著
、
前
掲
書
、
二
四
六
、
二
四
七
頁
。

ソ
連
駐
ウ
ル
ム
チ
総
領
事
ア
プ
レ
ソ
フ
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
来
た
際
、

マ
フ
ム
ー
ド
に
こ
の
事
実
を
指
摘
し
、
釘
を
刺
し
た
と
い
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
一
九
三
六
年
九
月
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
来
た
と
き
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。IO

R
,L/P&

S/12/2332,1936.10.1,2387,1936.
9.24,2364,9.24.

（
８４
）

IO
R
,L/P&

S/12/2387,1937.7.7.

（
８５
）

IO
R
,L/P&

S/12/2387,1937.7.22.

（
８６
）

Ibid.,1937.7.22.

（
８７
）
ト
ゥ
ン
ガ
ン
勢
力
は
常
に
南
京
国
民
政
府
へ
の
忠
誠
を
掲
げ
て

い
た
。
一
九
三
五
年
七
月
二
三
日
『
タ
イ
ム
ズ
』
の
特
別
通
信
員

ピ
ー
タ
ー
・
フ
レ
ミ
ン
グ
は
ホ
ー
タ
ン
な
ど
を
回
っ
た
後
、
ト
ゥ

ン
ガ
ン
は
「
自
ら
を
南
京
の
支
持
者
と
考
え
、
忠
誠
を
疑
わ
れ
る

こ
と
を
恐
れ
て
い
る
」
と
英
領
事
に
述
べ
て
い
る
。IO

R
,L/P&

S/12/2364,1935.7.25.

（
８８
）
茂
木
敏
夫
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
秩
序
形
成
の
論
理
」、

辛
島
昇
・
高
山
博
『
地
域
の
世
界
史
三

地
域
史
の
成
り
立
ち
』、

山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
五
、
七
六
頁
。

（
８９
）
木
村
雅
昭
『
帝
国
・
国
家
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
世
界
史
を
衝

き
動
か
す
も
の
―
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
五
五
頁
。

（
９０
）
小
野
清
美
『
保
守
革
命
と
ナ
チ
ズ
ム
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
四
年
。
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
著
、
加
藤
一
夫
・
川

名
隆
史
訳
『
民
族
問
題
と
自
治
』、
論
創
社
、
一
九
八
四
年
。
オ
ッ

ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
著
、
丸
山
敬
一
他
訳
『
民
族
問
題
と
社
会
主
義
』、

史

学

第
七
八
巻

第
四
号

五
八
（
四
四
〇
）



御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
一
年
。
丸
山
敬
一
編
『
民
族
問
題

現

代
の
ア
ポ
リ
ア
』、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
七
年
。

（
９１
）
こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
、
例
え
ば
エ
ト
ガ
ー
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ユ

ン
グ
が
「
ラ
イ
ヒ
」
と
し
て
構
想
し
た
「
民
族
連
合
主
義
」
の
主

張
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
実
現
に
は
解
決
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
種
々
の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る

が
、「
民
族
自
決
」
の
政
治
的
原
理
と
は
違
う
方
向
性
を
示
す
道
と

し
て
検
討
さ
れ
る
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」
民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾

五
九
（
四
四
一
）


